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よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょラ。 
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►才ートエアコン* 

シートヒータースイッチ P . 188 



U ヤウインドウデフオッガースイッチ P . 168 
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► マニュアルエアコン* 



U ヤウインドウデフオッガースイッチ P . 168 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 

X :別冊 r ナビゲーションシステム取扱書、日.8型ディスプレイ付オーディオ取扱書」を参照ください。 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品(がのちのを装着すると、不正改造 
になることびあ0ます。 

♦車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さな 
い部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てふ<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換。 

異なった種類や指定!;(外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取り付け、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るあそれびありを険です。 

♦フ□ントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごま意 


他の車や歩行ちなど、周囲の状況に常に注意を仏い、安全運転をむびけて<ださ 
い。 

ミ酉気帯び運転は絶巧しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲 
んだとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


(お子さまをのせるときは 


おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどした D 、 運転装置を動かして、思いびけない事故につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

お車におテさまをのせる場合は、おテさまの安全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けかたなどをまとめた「チャイルドシートの取り付 
け」（一 P . 73) をお読みください。 


[保話および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています） 


1已 











本書の中の表おについて 


警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し：!外で巧つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意はを表しています。 



操作を示ず矢印 

吟 スイッチなどの操作（押す、回すなど）を示し 
ています。 

〇操作後の作動（ふたび開くなど）を示していま 
す。 
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1-1 •キーの取扱い 

キー 


お客様へじ(下のキーをお渡ししまず。 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

n 電モキー 

-スマートエント U — &スター 
トシステムの作動 （^P. 20) 

-ワイヤレス機能の作動 
(^P. 29) 

曰^カニカルキー 
且キーナンバープレート 


► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

マスターキー 
ワイヤレス機能の作動 
UP. 29) 

キーナンバープレート 



BT011AH002 



(メカニカルキーを使うには 



メカニカルキーを取り出ず 

使用後はもとにもどし、電モキーと一 
緒に携帯してぐださい。電子キーの電 
油び切れたとをやスマートエント 
U —&スタートシステムが正常に作 
動しないとさ、メカニカルキーび必要 
になります。 （^P. 269) 
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-1 .キーの取扱い 


□知識 

■キー ナ ンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財巧の中など）に保管<ださい。万ーキーを紛失し 
た場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。（一 P . 
268 ) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび押さ 
れないよラに保管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、めらした 
りしないでください。 

♦キーを 磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
つけたりしないで < ださい。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけで L ソ下の操作び行えまず。 
(必ず運輯ちび携帯してください） 



曰トランクの解錠（一 P . 21) 
且エンジンの始動（一 P . 日 3) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























































1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解錠•施錠（フ□ントドアバンドルのみ） 



BT012AH003 


八ンドルを握って解錠ずる 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3秒間は解錠でをません。 



□ックスイツチを巧して施錠ずる 


トランクの解綻 



トランクオープンスイッチを長巧 
しして解錠ずる 



21 
















































1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


I アンテナの位置と作動範囲 

■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 
B トランク内アンテナ 
□ トランクがアンテナ 


作動節囲（電子キーの検知エリア) 



0 :ドアの施錠•解錠時 

フ□ントドア八ンドルから周囲 
約7日 cm 政内で電子キーを携 
帯している場合に作動します。 
(電子キーを検知しているドア 
八ンドルのみ作動します） 

0 :トランクの解錠 

トランクオープンスイッチから周 
囲約70 cm し U 巧で電子キーを携帯 
している場合に作動します。 

0 :エンジン始動時またはモー 
ド切りかえ時 

車内で電モキーを携帯している 
場合に作動します。 
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□知識 
■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■節電機能 

電モキーの電池と車両のバッテ U —な護のため、し:!下の状況ではスマートエン 
卜 U -& スタートシステムを停止します。 

• 2 週間しツ上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった 
♦車両のが約1 mli (内に電子キーを10分(上放置した 

しツ下のいずれかを行ラと、スマートエント U — &スタートシステムび復帰しま 
す。 

• ドア八ンドル上の□ックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で施錠-解錠する（一 P . 29) 

♦ メカニカルキーで施錠•解錠する（一 P . 2己 9) 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です(電子キーを使用しな<てち電池は消耗 
します）。スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス機能び作動 
しなかったり、作動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可 
能性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 
223) 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。（一 P . 2已 4) 

♦電池の着しい消耗を防ぐため、し i (下のよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで<ださい。 

- TV 

-パソコン 

. 充電中の携帯電話やコードレス電話機 
-電気スタンド 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 
合は電子キーを車両に近づけすざないよラにして < ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し <検巧されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないことちあ0ます） 

■ご留意いただをたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検知エ1」ア内）にあってち、(下のよラな場合は正 
しく作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近づをすざ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-トランクの解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、または1」ヤ 
バンノて一中央に近づをすぎた場合 

-エンジン始動時またはモード切りかえ時に電子キーびインストルメント 
パネルやフロア上、1」ヤシート後方のパッケージトレイ上、またはグロー 
ブボックス内などに置かれていた場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検巧されて車外からのド 
ア□ックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に開じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し:!がでち施錠- 
解綻でをます。 

♦まがでもドアガラスに近い位置に電テキーびあるとをは、エンジン始動び可 
能になる場合びあります。 

♦洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の水びかかると、ドアび解錠すること 
びあります。（ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施錠されま 
す） 

♦手袋を装着していると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 


♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行5 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電モキーを車両から2 m し U 上離しておいてください。 

■解錠操作のセキュリティ機能 

解綻操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、施錠 
されます。 

■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故や盜難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴っ 
たり、警告なび点なしたり、マルチインフォメーションディスプレイに警告び 
表示されることびあります。 

♦警告灯び点灯した場合 

状況に応じて適切に巧処してください。（一 P . 241) 

♦マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示された場合 
(オプティトロンメーター装着車） 

ディスプレイの表示をもとに適切に対処してください。（一 P . 24己） 



吕已 



-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


警告音のみが鳴る場含の状況と対処方法はし U 下のよラになります。 


お化な 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー" 

と 2 秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U — & 

スタートシステムでドアを 

施錠しよラとした 

車内から電テキーを取り出 
した後、再度施錠してくだ 
さい。 

"エンジンスタートストップ" 

スイッチを日 FF にせずに、電 
テキーをがに持ち出してドアを 
施錠しようとした 

" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にし 

た後、再度施錠して<ださ 
い。 

全ドアび施錠されている状態 
で電モキーをトランク内に置 
いたままトランクを閉じた 

トランク内から電子キーを 
取り出した後、トランクを 
閉じて < ださい。 

車外から"ピー" 

と1日秒間鳴る 

いずれかのドアが開いてい 
るとをにスマートエント 

U —&スタートシステムで 

施錠しよラとした 

全ドアを閉めた後、再度施 
錠してください。 

車内から"ピー" 

と1回鳴る 

電テキーの電池の残量が少 
ない 

新しい電池と交換して<だ 
さし、。 （^ P . 223) 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける* 

シフトレバーを P し U 外の位 
置にしたまま、ドアを開け 
て外に出ようとした 

シフトレバーを P にしてく 

ださい。 

車内から"ピー、 
ピー"と鳴り続け 

る 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 

ストップ’’スイッチをアク 
セヴ U —モードにした（ア 
クセヴ1」ーモードのとを運 
転席ドアを開いた） 

" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にし 
た後、運転席ドアを閉めて 
<ださい。 

運転席ドアび開いている状態 
で"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にした 

運転席ドアを閉めて<ださ 
い。 
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:オートマチック車 














1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないとさは 

• ドアの解錠、施錠； 一 P . 2日9 
♦エンジン始動： 一 P . 269 

■電池び切れたときは 

一 P . 223 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをま 
す。（カスタマイズー覧： 一 P . 乙 90) 


A 警告 

■ 電波がおよぼず影響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、室内アンテナ.車外アンテナ（一 P . 22) から約22 cm しツ内に近づ 
かないようにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび 
植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器!;(外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ま意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U-& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
タートシステムやワイヤレス1」モコンび正常に作動しない場合びあります。（巧 
処方法： 一 P. 2曰 9) 

♦電子 キーの電池び消耗しているとを 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズを発生する場所にいるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦電子 キーび金属製のちのに接した0、覆われているとを 
♦複数の 電モキーび近くにあるとを 

♦電子 キーをし U 下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとを 

• ほかの車の電子キ ー 
-電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコン 

♦U ヤガラスに金属を含むフイルムび貼ってあるとを 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施銳-解錠でさまず。 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 
且トランク解錠（長巧し) 


► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 
■作動の合図 

ドア ：ブヴー（スマートエント U — &スタートシステム装着車）と非常点 

滅巧の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

トランク：ブヴーで巧らせます。 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよラとすると、フヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからちラー度施錠してください。 

■電池の消耗について 

一 P' 23 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

一 P' 2已 

■電池げ切れたとさは 

一 P. 223 

■機能が正常に働かないおそれのある状況（スマートエントリ ー& スタートシス 
テム装着車） 

一 P' 28 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P. 290) 
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A ま意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況（スマートエントリー&スタートシス 
テム非装着車） 

し U 下のよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くに テレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備びあると 
を 

♦無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 

♦複数の ワイヤレスキーび近くにあるとを 

♦ワイヤレス キーび金属聲のちのに接した D、 覆われているとを 

♦近くで 電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 

♦ワイヤレス キーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア 


スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド 
ァロックスイツチを使って施綻-解綻できまず。 


■ スマートエントリー&スタートシステム 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 

一 P' 20 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 2日 


■ キー 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠-解錠できまず。レ P. 2日日) 


► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


■ ドア□ツクスイッチ 




n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 


3吕 

















(キーを使わずに外側か5フ□ント席を施綻ずるときは 

1圓1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 
► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードまた 
はイグニッシヨン ON モードのとさや車内に電モキーび放置されてい 
るときは施錠されません。 

電子キーの位置によっては、キーび正しく検巧されずに施錠される場合びありま 
す。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

キーびエンジンスイッチに差し込まれているとさは施錠されません。 


-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


I チャイルドプ□テクター 



施錠側にずると、 U ヤ席ドアび内 
側から開かな<な0まず 

お子さまび内側か5 U ヤ席ドアを開 
けないよラにでをます。両側の1」ヤ席 
ドアを施錠側にしてください。 


白知識 


■チヤイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はし U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 シートベルトを必ず使用する 
♦全ての ドアを施錠する 
♦全ての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開さ車外に放り出された D して、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。とくに、運転席はロックレバーび施錠側に 
なっていてもドアび開くため、ま意してください。 

♦お テさまを U ヤ席に柔せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

トランク 


トランクオープナーやスマートエント U — &スタートシステム、キーを 
使って開けることびできまず。 

■ 車内か！5トランクを開けるには 

レバーを引いて、トランクの 
□ックを解除ずる 


■ 車がか5トランクを開けるには 

► スマートエント U — &スタートシステム 

(スマートエント U -& スタートシステム装着車） 

一 P' 20 

►キー（スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

キーをまわし、トランクの□ッ 
クを解除する 



車内か！5トランクを開けるには 




3已 















1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 

■ラ ゲージルーム ライト 



トランクを開けたとを、ラ ゲージルーム ラ 
イトび点なします。 


■ トランク内キー閉じ込み防止機能について 
(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

電子キーをトランク内に置いたままトランクを閉めると、警告音び鳴ります。こ 
のとを、トランクオープンスイッチを押すことによりトランクを開けることび 
でをます。 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクび車がのちのに当たったり荷物び投げ出され 
たりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずトランクび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にトランクび完全に閉まっていることを確認してください。トランクび 
完全に閉まっていないと、走行中にトランクび突然開を、思わめ事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

• トランク内には絶対に人を乗せないでください。急ブレーキ、急旋回をかけた 
とをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびありを険です。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■お 子さまを柔せているときは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• トランクの中でおテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを引を起こすおそれびあ D ま 
す。 

♦お 子さまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランク U ッドび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだり 
するおそれび友0ます。 

■ トランクの使用にあたって 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

• トランクを開ける前に、トランク1」ッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランク1」ッドび落下するおそれびあ D ます。 

• トランクを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとさは、ま全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ 
い。 

• 強風時の開開には十分ミ主意してください。 

トランク U ッドび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 




♦半開 状態で使巧すると、トランク U ッド 
び落ちて重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。とくに傾斜地では、平坦な場所 
よりちトランクの開閉びしにくく、急に 
トランクび開いたり閉じたりするおそれ 
びあります。おずトランクび全開で静止 
していることを確認して使用してくださ 
い。 

♦トランクを 閉めるとさは、トランク U ッ 
ドで指などを挟まないよラ十分注意して 
<ださい。 


♦ トランクは必ず外からトランク U ッド上 
面を軽<押して閉めて<ださい。 


♦ トランク U ッドにトヨタ純正品し U 外のアクセヴ U —巧品を取り付けないでく 
ださい。トランク U ッドの重量が重くなると、開いたあとに落ちるおそれがあ 
ります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート 



n 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
曰シート全体の上下調整* 


A 警告 

■ リクライニング調整について 

♦背ち たれは必要し:に倒さないでください。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートびをちんと固定されていることを確認してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

U ヤシ—卜 



n へッドレストをいちばん下ま 
で下げまず。 

曰 U ヤシート前倒しノブを引さ 
上げて □ ックを解除し背ちた 
れを倒しまず。 

戻ずとさは背をたれを起こし 
て固定してください。* 


A 警告 

■背 もたれを前倒しずるときは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

♦走行 中に前倒しをしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P にする 
♦倒した 背ちたれの上やトランクに人を柔せて走行しない 
♦お テさまびトランクに入らないよラ注意する 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













A 警告 

■背ち たれをちとの位置にちどしたをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固 
定する 

シートび確実に固定されていないとを 
は、ノブの下部に赤色び見えます。赤色 
び見えていないことを確認してくださ 
い。 


♦シ ートベルトを挟み込まないようにしてください。シートベルトび傷つくおそ 
れびあ0ます。 



-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 



n 上下調整 

下げるとさは、解除ボタンを押し 
なびら操作します。 

曰取りはずし 

解除ボタンを押しながら取りはず 
します。 


曰知識 


■リャ 中央席に ついて* 

使用するとをは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 


ヘッドレストの高さについて（リヤ中央席を除く） 

必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上の辺りになるよラ調整してください。 



A 警告 

■へッ ドレストについて 

1；(下のことをお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


4吕 




















1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トペルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用するには 

► 3 点式シートベルト 

• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

• 腰部べルトをおず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 

► 2 点式シートベルト 

• 腰部べルトをおず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■着け方、はずし方 
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に トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方から強い衝突を受けたとを、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な秉員拘束効果を確保しまず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろからの衝撃のとをは作動しない 
場合びあります。 


I プリクラッシュシ—トベルト（プリクラッシュセーフテイ巧車①フ□ント席） 

プ U クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避けられない 
と判断したとき、衝突の前にフ□ントシートベルトを卷き取り、プ U テ 
ンシヨナーの効果を高めまず。 

急ブレーキをかけたとをや、車びコント□ールを失ったとさち同様に作動します。 
レ P ' 14日） 



-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してちロックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 


■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にミ主意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 43) 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけな 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるように着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 
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■お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 73) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるお子さまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。（一 P . 43) 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉突を衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し:!下のことを必ずお守り <ださい。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦まに 乗るとさは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一つにつを一人で使用する 
おテさまでち一つのベルトを複数の人で使用しない 

♦お テさまは U ヤシートに座らせてシートベルトを着用させる 

♦シー トはお要しツ上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部 ベルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■お 子さまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレ ー K バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プ レートびバックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して<ださい。ラま<差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店し U 外でしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいよラに調壁できまず。 


八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを前後-上下に動かし、 
適切な位置にする 

位置びミ夫定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤 D 、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■ /\ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびるおそれ 
があ0ます。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、 
(防眩）でさまず。 



レバーを操作して反射光を減少 

□ 通常使用状態 
曰防眩状態 


[上下調壁のしかた 



インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 


已〇 






















1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度を調壁できまず。 

S ラーを 選ぶ 

□左 
0ち 

スイッチを操作してミラーの鏡 
面を調整ずる 

0上 
Q 下 
且ち 
0左 


f ドアミラーを格納ずるとさは 

ボタンを巧してドアミラーを格納 
する 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
ます。 

□ 格納状態 
0復帰状態 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 
■作動を件 

►スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ1」ーモード、またはイ 
グニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ACC " または " ON " のとを 

■ S ラーび量ったときは （ S ラーヒーター装着ま） 

=ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでをます。（一 P .168) 

■レインクリアリング5ラー 

鏡面に付着した水ミ商を膜状に広げる親水効果を持つコーティングを施してお 
り、雨天時における後ち視認性を向上させます。 

鏡面に巧れなどび付着すると親水効果は一時的に化下しますび、太陽光をあて 
ることにより付着した巧れを化学的に分解し、親水効果を徐々に回復させる機 
能をちっています。 

♦なのよラな場合、親水効果び低下しますび、晴天時に1 '2 曰間太陽光をあ 
てることで親水効果は徐々に回復します。親水効果を早く回復させたいとを 
は回復作業（一 P.193) を行ってください。 

-鏡面に、巧れや異物び付着したり、素手で触れたり清潔でない巧で巧いた 
とを 

-洗車により鏡面に洗剤やワックスび付着したとを 
-地下、屋内駐車場などの曰のあたらない場所に長時間駐車したとを 
♦なのよラな場合、親水効果び回復でをな<なります。十分注意して<ださい。 

-鏡面にシ U コーン入りの力ーメンテナンス商品び付着したとを 
-鏡面に傷をつけたとを 


已吕 






A 警告 

■走行して いるとをは 

走行中はしツ下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し <調整する 

■ S ラーヒーターび作動しているとさは（ミラーヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるのでみれないでください。 


A ミち意 

■レイ ンクリアリングミラーの取り扱いについて 

♦鏡面び 凍結したとさは、温水をかけるか、=ラーヒーターを作動させる （= 
ラーヒーター装着車のみ）などして解氷してください。 

親水膜の効果を持続させるため、鏡面の凍結部分はプラスチックの板などで削 
り落とさないでください。 

♦シ U コーン入りの撥水剤や油膜取り剤、ワックス、その他の力ーメンテナンス 
商品を使用する場合は、鏡面に付着させないよラ十分ま意して<ださい。 

♦砂の ついた巧、油膜取り剤、研磨剤など、鏡面を傷つけるちのでこすらないで 
<ださい。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

ハでーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

n 閉める 
0自動全閉^ 

且開ける 
Q 自動全開& 

&途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 



I ウインドウ□ックスイッチ 



スイツチを巧して運転席じ(外のド 
アガラスを作動不可にずる 

おモさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 


曰知識 
■作動を件 

►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが "ON " のとさ 

■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているとさに、窓枠とドアガラスの間に異物が挟まると、作 
動が停止し、かし開さます。 
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-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いときは、閉めることびでさないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行って < ださい。 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

車を停止し、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードの状態で、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続 
けることでドアガラスを閉めることびでをます。 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

車を停止し、エンジンスイッチを " ON " の状態で、パワーウインドウスイッ 
チを「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを閉めることびでを 
ます。 

上記の操作を行ってちドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初期 
化をなの手順で実施して < ださい。 

m [互パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ドアガラ 
スを閉めたあと、さらにスイッチを己秒間引を続ける 

Ifeildl 21 バワーウインドウスイ、ソチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガラ 
スを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける 

Ifeildl 3 1 再度、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続け、ド 
アガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。し U 上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 

■エンジンスイッチ OFF をの作動 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF (ス 
マートエント U -& スタートシステム装着ま）、またはエンジンスイッチを 
"ACC " または " LOCK " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車) 
にしたあとでも、約4已砂間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その間に運 
転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 



已已 






ドアガラスの開け方、閉め方 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

Li (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、柔員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻を込んだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラ声かけをし 
て < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないでください。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t ： につなびるおそれびあ0ます。 

■挟み込み 防止機首目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで<ださい。重大な障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して<ださい。重大な障害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


じ TF の手順で給油□を開けて < ださい。 

■ 給油する前に 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にして、ドアと 
窓を閉めて < ださい。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "LOCK" にして、ドアと窓を閉めてくださ 
い。 

■給油□の開けち 

^ ' 給油□を開ける 




キャップをゆつ<りまわして開 
ける 
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1-5. 給油のしかた 



キャップを八ンガーにかける 


I 給油□のキャップを閉めるとさは 



BT015AH003 


キャップを"カチッ"と音びずる 
までまわして閉めます。 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
おどります。 


□知識 — 

■燃料の種類 
無鈴レギュラーガソ U ン 
■燃料タンク容量 

約己0 L 
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1- 已.給油のしかた 


A 警告 

■給油に ついて 

給油前には！;(下のことを必ずお守0 ください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分にふれて身体の静電気を除去する 
放電による乂巧で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて<ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近づけない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して乂巧を弓 I を起こすおそれびあります。 

♦ま 内に戻ったり、帯電している人や物にふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

♦給 ミ由するとさは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かして 
継ぎ足し給ミ由を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあ 
ります。 

♦そのほか、 ガソリンスタン ド内に掲示されているま意事項を守ってください。 
正常に給ミ由できない場合は、スタンドの店員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正!;(がのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1- 已.給油のしかた 


A ま意 

■給油ず るとをは 

指定し U 外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン、軽ミ由、灯油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

し U 下のよラな状態になるおそれびあ D ます。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び化下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6. 盜難防止システム 

1ンジンイモビライザ-システム（スマ-卜1ントリスタ-トシステム装詰) 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知 b せるためにイ 
ンジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ン スタートストップ"スイッチ 
をア クセヴ I 」 ー モード またはイグ 
ニッシ ヨン ON モー ドにするとシ 
ステムび解除され、インジケー 
ターび消なします。 


白知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■ システムび正常に作動しないとを 
♦キーび金属性のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 

A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあります。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


じ TF のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか b 
背を離さない（一 P . 39) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
こめるよラなシート位置にず 
る（一 P ' 3日） 

且各装置び操作しやずい背ちた 
れの角度にずる（一 P . 39) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 49) 
且へッドレストの中央び耳の後 
方になるレ P . 42) 

曰シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 43) 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびありを険です。 

♦背 もたれと背の間にクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

物び挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因に 
なります。 

■シー トを調舊ずるときは 

♦同柔 者びシートに当たってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 



63 





1-7. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが身体を巧束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/目力手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ* 
曰 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員のおちに頭部への衝撃を緩和） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










1-7. S 全にお使いいただくために 


□知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）ち数分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱く 
なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変おもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）しツ上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変おするちのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよラな衝突（例えば、車両前部びちぐりこむ、 
下にはいり込む、トラックの下敷をになるなど）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシ ヨナーび 同時に作動しない場合 
びあ0ます。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約 20-30 km / h の速度で客室へ直角に衝突し 
た場合の衝撃の強さに相当する値）し U 上の場合に作動します。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突がで作動ずるとき 

し U 下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、またはな速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ D ます。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動しないとさ 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分し U 外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 

• 客室部分し U がの側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃、横転、またはほ速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 

♦前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 



BT017AH005 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

しツ下のよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 




\\\ /// 


a 


» 
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♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とを、または破損-変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分び衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分や助手席 SRS エア 
バッグのカバー部び傷ついたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷ついたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロント. U ヤピラー部、ルー 
フサイド部び、傷ついたり、ひび割れた 
D 、 その他の損傷を受けたとを 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転手と 柔員全てびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグち強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。乗員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合は特にを険です。シートの背ちたれを調整して、シートをで 
きるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないときは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おモさまは U ヤ席に柔せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。（一 P . 73) 

•シートの 縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 




♦ ドア和フ□ント-ヴイド- U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ寄りかからない。 


♦助手席 や、外側 U ヤシートでドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔和手を 
出したりしない。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦ダッシュ ボード、ステア U ングパッド部 
などには何も取り付けたり、置いたりし 
ない。 


• ドア、フロントガラス、サイドガラス、フ 
□ントおよび1」ヤピラー、ルーフサイド 
レール、アシストグ1」ップなどには何も 
取り付けない。 


♦ SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよ5なシートアクセヴ U —を使 
用しないで < ださい。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているためふれな 
いで < ださい。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだ後にもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドアガ 
ラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。皮膚の炎 
症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフロントピラーガーニ ッシュ 
部に傷びついていたり、ひび割れびあるとをはそのまま使用せず、トヨタ販売 
店で交換してください。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、し U 下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取り付け.分解' 修理 

♦八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フ□ント■サイド- U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修理、取りはず 
し、改造 

♦フ □ントフエンダー、フロントバンパー、車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（フルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用でさないルさなお子さまを乗せるとさは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのををのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱書にしたびってください。 




シートベルトによる取り付け 
(一 P . 74) 


ISOFIX 巧応チヤイルドシート 
固定専用バー* (一 P . 7已） 

1」ヤシ ー トの外側の座席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜に付いています） 



トップテヴーアンカー* 

(一 P ' 75) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トツプテザーアンカーはリヤシー 
卜後方のノ f ッケージトレイト U ム 
に装備されています。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















1-7. 安全にお使いいただくために 


トベルトで固定ずる 




チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで差し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる。 

チヤイルドシートに付属の取扱書に 
従い、シートベルトをチヤイルドシー 
卜にしっかりと固定させてください。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ刷売）を 
使用して固定ずる。 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
しん（□ツキングク U ツプ品ま： 

731 19-22010) 


取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー S トップテザーアンカーで固定する 



へッドレストをいちばん下まで下 
げる 


固定専用バーの位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用ノ（一は、シートクッションと 
背ちたれの間にあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれの商品付属 
の取扱書にしたびってください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



フタを開けて、トップテヴーアン 
カーにフックを固定し、テヴーべ 
ルトを締める 


テヴーベルトをピンと張り、フックが 
しっかり固定されているか確認しま 


す。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に取り付けられ 
ていることを確認する 


曰知識 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この旧0円X対応チャイルドシート固定専巧バ ー& トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両のなま基準に適合する子供専用シート（侶0円X対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
はトヨタ販売店にご相談ください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフ□ントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロントピラー、 
ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ちちたれかけないよ 
うにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変を険であり、重 
大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。化ずチャイルドシートに付属の取扱書をよくお読みのラえ、 
確実に取り付け、使用ち法を守ってください。使用ち法を誤ったり、確実に固 
定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死こにつなびるおそれびあ0ます。 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ヤイルドシートを取り付けるときは 



♦助手席には チャイルドシートを5しろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせ 
てご覧ください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりのま度と 
力でみ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けた0、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ0を険です。 

♦旧 0円 X 巧広チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

■チャイルド シートを使用しないとさは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切な方法で確実にシートを取り 
付けてください。（一 P . 74、 75) チャイルドシートを使用しない場合でも、 
シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦チャイルドシートの 取りはずしびお要な場合は、車両から降ろしてな管する 
か、トランク内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A ま意 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとをはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
び破損するおそれびあります。 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 82 

エンジン（イグニッション）ス 
イッチ 

(スマートエント U — St スタート 

システム装着車） . 93 

エンジン（イグニッション）ス 
イッチ 

(スマートエント U — St スタート 

システム非装着車） . 97 

才ートマチック 

トランスミッション . 100 

マニュアル 

トランスミッション . 104 

方向指示レバー . 106 

パーキングブレーキ . 107 

ホーン（警音器） . 108 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 109 

表示灯/警告打 . 11已 

ドライブ モニター 

(アナ□グメーター） . 119 

マルチインフォメーション 
ディスプレイ 

(オプテイト□ン;一夕一）122 


2-3. ライトのつけ方-ワイパーの 


使い方 

ライトスイッチ . 12己 

フオグライトスイッチ . 129 


ワイパー&ウォッシヤー ..... 130 

2-4. その他の走行装置の 
使い方 

レーダー クルーズ 


コント□ール . 132 

運転を補助する装置 . 143 

PCS 

(プリクラッシュセーフティ 
システム） . 146 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むときのま意 . 151 

寒冷時の運転 . 1已2 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむびけて、1ソ下の手順で走行ください。 

■エンジンをかける （^ P . 94夕 7) 

■発進する 

► オートマチック車 

mm ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレノ（一を D にずる 
(一 P ' 100) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P .107) 

固画互ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 
► マニュアル車 

固圆1でクラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを1速にずる 
UP . 1 04) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P . 107) 

固画互クラッチペダルから徐々に足を離し、同時にアクセルペダルを 
ゆつ<0踏み発進ずる 

■ 停車ずる 

► オートマチック車 

固画でシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にする。 

レ P ' 100) 

► マニュアル車 

陌 lam クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固 画 互な、要に応じて、パーキングブレーキをかける 
長時間停車する場合は、シフ トレバーを N にする。 

(一 P' 104) 
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2-1 .運転のしかた 


■ 駐車ずる 

► オートマチック車 

固画田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回パーキングブレーキをかける（一 P .107) 

固画互シフトレバーを P にずる（一 P . 100) 

坂道の途中で駐車をする場合は化要に応じて、輪止めを使用してくださ 

し、。 

固画因エンジンを止める 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしまず。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にしまず。 

固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
► マニュアル車 

I 扫 Mil I クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互パーキングブレーキをかける（一 P .107) 

固画互シフトレバーを平地や下りあでは R 、 上りあでは1にずる 
(一 P . 1 04) 

お道の途中で駐車をする場合は化要に応じて、輪止めを使用してくださ 

し、。 

固画囚エンジンを止める 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしまず。 
► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にしまず。 

固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

► オートマチック車 

固画田パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にずる 
旧 !II 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

wsms ] 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる 

► マニュアル車 

I 扫腳11 パーキンクブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを1速にずる 
iiai ^ アクセルペダルを軽く踏み、同時にクラッチペダルから除々に足 
を離す 

固画互車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる 


口知識 _ 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜び発生し、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてくださ 
い。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の巧むち運転標識や高齢ち運転標識などをアル=ボデー部に取0付ける 
ことはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


■環境に配慮した運転（オートマチック車） 

環境に配慮した運転をしているとを、エコドライブインジケーターランプび点 
灯します。 

必要し U 上にアクセルペダルを踏んだとをや停車中は消なします。 

なの場合、エコドライブインジケーターランプは作動しません。 

♦シフトレノ （一 び D し U 外のとを 
♦車速び約100 km / h 1；(上のとき 
►アナ□グメーター(ドライブモニター装着車） 



アナ□グ メーター （ドライブ モニター 非装着車） 



オプテイト□ン メーター 




8已 





































2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るときは 

オートマチック車では、エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレー 
キペダルを踏んでいてく ださい。 ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運転ず るとをは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあります。 

-後退するとさは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよ5ま意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキペダルはち足で操作して<ださい。左足でのブレーキ操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 
♦燃え やすしホのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないでください。 
排気菅や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると乂浏こなるおそれびあり 
危険です。 

♦オー トマチック車では、シフトレバーを前進側のシフトポジションに入れたま 
ま惰性で後退したり、 R に入れたまま惰性で前進することは絶巧にやめてくだ 
さい。 

エンジンび止まり、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、トランクび閉まっている 
ことを確認して < ださい。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となるほ 
か、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。すみやかにトヨタ販 
売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。（オートマチック車） 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D (オートマチック車）または1 
(マニュアルま）に入れないでください。 

トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとフレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 278 
を参照して < ださい。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 101) 

♦坂道で 止まるとさは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、フレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦八ン ドル、シート、ドアミラー、インナーミラーの調整をしないでください。 

運転を誤り、おわめ事故の原因となつて重大な傷害や死 t のおそれびあり危険です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、全ての同乗者び頭や手、その他の体の 
一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフロード 走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

• ミ度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びできな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦シフ ト アップやシフ ト ダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の急な変 
化は、車び横ずベりずるなどして、思わめ事がにつなびるおそれびあり危険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽 < 踏んでブレーキび正常に働 < ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ D を険です。 

■シフ ト レバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または NUI がにあると、車び急発進し、 

思わめ事故につなびるおそれびお D を険です。 

■継続のに ブレーキ付おか6警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、フレーキパッドを交換してください。 

必要なときにパッドの交換び行われないと、口一夕一の損傷につなびる場合びあり 

ます。 

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗してい 

をます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事故につ 

なびるおそれびあ0ます。 

■停車ず るとをは 

♦不必要に アクセルペダルを踏み込まないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N がにあると、車び急発進 
して思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どうしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦坂道で 停まするとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしなし巧ください 
排気管び過熱し、可燃物び近くにあると乂災につなびるおそれびあり危険です。 

■駐車ず るときは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないでく 
ださい。放置したままでいると、しツ下のよラなことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスびちれた0、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内をミちしたり、電気部品びショートする原因になる 
♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだ〇シートを動かしたとをにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ D を険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P (才一 
トマチック車） にしてエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかっている間は、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーにふれないでください。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積ちった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

♦排気び 悪い場所ではエンジンを停止して<ださい。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死じに 
をるおそれびあ〇を険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合はおずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

■仮 旧ずるとさは 

♦必ず エンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないとをは、他の車に近づいたりしないでくださ 
しんまた、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

♦万ー エンジンび停止したとさは、フレーキペダルを繰り返し踏まないでください。 
ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

• ブレーキシステムは二つの巧立したシステムで構成されており、一ちの油圧システム 
び故障してを、を5—方は作動しまず。この場合、ブレーキペダルを通常より強く踏 
む必要びあり、制動距離び長くなります。一方のブレーキシステムしか作動していな 
い状態で走行しないでください。直ちにブレーキの修理を受けてください。 

■万一脱輪した ときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤびちに浮いているとさは、むやみに空転させないでください。駆 
動系部品の損傷や車両の巧び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■運転 中は（才ートマチック車） 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
し、運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあ0ます。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■運転 中は（マニュアル車） 

♦運転 中にアクセルペダルとフレーキペダルを同時に踏んだりしないでくださ 
し、。運転中、アクセルペダルを踏んでいるとをにブレーキペダルを踏むと、駆 
動力を抑制する場合びあ0ます。 

♦クラッチペダルを 確実に踏み込んでいない状態で、シフトレバーを操作しない 
でください。クラッチやトランス5ッシヨンび損傷するおそれびあります。 

♦クラッチの 損傷を防ぐため、なのことをお守りください。 

. クラッチペダルに足を乗せたまま走行しない 
• 1速しツがでの発進は避ける 

-坂道発進時など、必要し:!上に半クラッチのままで走行しない 
♦まび まだ動いているとをに R に入れないでください。 

クラッチ.トランス5ッシヨン.ギアに損傷を受けるおそれびあります。 

■駐車ず るとをは 

才ートマチック車では、必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておか 
ないと、車び動を出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進 
するおそれびあ0ます。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■ 走行中にタイヤが/てンクした S 

し U 下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦ま両 び異常に傾く 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P . 2已ス 

■冠 水路走行に関ずるミち意 

大雨などで冠水した道路では、し U 下のよラな重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとをはおずトヨタ販売 
店でし iTF の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスアクスル、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質のを化 

♦プ □ペラシャフト (4 WD 車)、各ベアリング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’ ニ ッシヨン)スイッチ(ス 7- にントリ-の夕-トシステム装詰) 


電子キーを携帯してじ(下の操作を行ラことで、エンジンの始動または 
" エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切りかえること 
がでさまず。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキペダル（オートマチック車）ちしくはクラッチペダル（マ 
ニュアル車）を踏まずにエンジンスイッチを巧ずと、"エンジンス 
タートストップ"スイッチのモードを切りかえることびでさまず。 
(スイッチを巧ずごとに"エンジンスタートストップ"スイッチの 
モードび切0かわ0まず） 

□ OFF 

シフトレバーび P しソがのとをは 
OFF にな0ません。（オートマチッ 
ク車） 

曰アクセサ U —モード 

アクセヴ U —ソケットなどの電装 
品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび憧 
色に点なします。 

且イグニッシヨン ON モード 
全ての電装品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび憧 
色に点なします。 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジンのかけ方 

► オートマチック車 

图 im パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
眉 M 司シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
I 巧 11131 ブレーキぺダ j レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑色に点なします。 

緑に点なしていないとエンジンは始動しません。 

[slCTRI " エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 

完全にエンジンび始動するまでブレーキペダルを踏み続けてください。 

" エンジンスタートストップ"スイッチのどのモードか6でちエンジ 
ンを始動でをます。 

►マニュアル 車 

固画田正しい運転姿勢（一 P . 62) びとれるよラにシートの位置を 
調整し、ペダルの各位置を確認ずる 
固画互パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画互シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
旧腳 4 I クラッチぺダ J レとブレーキぺダ J レをしっかり踏む 
スイッチ上のインジケーターび緑色に点なします。 

緑に点なしていないとエンジンは始動しません。 

固画回"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 

完全にエンジンび始動するまでをペダルを踏み続けてください。 

" エンジンスタートストップ"スイッチのどのモードからでちエンジ 
ンを始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


目知識 — — 

■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ’’スイッチを押し 
てください。 

ステア1」ングロックび解除されていないと 
をは、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチのインジケーターび緑色に点滅しま 
す。 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(一 P ' 61) 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび撞色に点滅した 
とさは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機能 

► オートマチック車 

シフトレバーび P にあるとを1時間じ(上アクセヴ U - モードにしたままにして 
おくと"エンジンスタートストップ"スイッチび自動的に OFF になります。 

► マニュアル車 

1時間じ(上アクセヴ1」ーモードにしたままにしておくと、"エンジンスタート 
ストップ’’スイッチび自動で OFF になります。 

■クランキングホールド機能について 

エンジン始動操作をしてすぐに手を離すと、エンジンび始動するまでスター 
ターの回転を最大約18秒間な持します。 

" エンジンスタートストップ’’スイッチを押したままでも、スターターの回転 
は最大で約30秒間です。約30秒経過してもエンジンび始動しない場合は、ス 
ターターの回転を停止します。その場合は、ちラー度エンジンの始動操作をし 
て < ださい。 



■エンジンび始動しないとをは 
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2-1 .運転のしかた 


■ 電子キーの電池の消耗について 

一 P ' 23 

■ 電子キーの電池が切れたとさは 

一 P . 223 

■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に働かないおそれのある:!犬況 

一 P ' 28 

■ご留意いただきたいこと 

一 P ' 24 


A 警告 


■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3秒じ(上"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時し i (かは走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチにふれな 
いでください。走行中にエンジンを停止しても八ンドルやブレーキの操作は可能で 
すび、操作力補助びなくなります。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難に 
なるため、安全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかつていないとをは"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ 
1」ーモードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置しないでくださし、。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こジシ3ン)スイッチ(ス7-卜 I ントリイスタ-トシステム;隱謂) 


□ LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング□ックびかかりま 
す。 

-キーを巧を挿しすることびでを 
ます。（オートマチック車は、シ 
フトレバーの位置び P のとを、 
キーをなさ挿しでをます） 

旦 " ACC " 

アクセヴ U —ソケットなどの電装 
品び使用でをます。 

且 " ON " 

全ての電装品び使用でをます。 

□ START " 

エンジンび始動でをます。 


固画1でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
周丽 ^ シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
I 过 1 目 1 引 ブレーキぺダ j レをしっかり踏む 
MI 可 エンジンスイッチを" START " の位置にまねず 
► マニュアル車 

固画田正しい運転姿勢（一 P . 日 2) びとれるよラにシートの位置を調 
整し、ペダルの各位置を確認ずる 
ill ^ ノ（ーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画互シフトレバーび N の位置にあることを確認ずる 
mmm クラッチペダルとブレーキぺダ;レをしっかり踏む 
固画回エンジンスイッチを " START " の位置にまねず 


■ エンジンスイツチの位置 



■エンジンのかけ方 

► オートマチック車 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■キーを " ACC " か5 " LOCK " にまわずには 

isawi 11 シフトレバーび P の位置にあるこ 
とを確認する（オートマチック車) 

IfeirdI 2 I キーを押し込みなびら " LOCK " ま 
でまわす 



■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア1」ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチをまねしてください。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとさみしてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかつていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または "ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦一度に 30秒しツ上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランス S ッシヨン"^ 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 


■シフトレバーの動かし方 

► 2 ZR - FAE エンジン搭載車 



モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車)、また 
はエンジンスイッチび" ON " (スマートエント U -& スター 
トシステム非装着車） の状態で、ブレーキペダルを踏んだまま 
操作します。 


100 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 































2-1 .運転のしかた 


► 1 NZ-FE エンジン搭載車 



モード（スマートエント U-& スタートシステム装着車)、また 
はエンジンスイッチび "ON" (スマートエント U-& スター 
トシステム非装着車） の状態で、ブレーキペダルを踏んだまま 
操作します。 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

2ZR-FAE エンジン搭載車 

1NZ-FE エンジン搭載車 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行* 


7连スポーツシーケンシャル 


M 

シフトマチックモード走行 


Q 

(^P . 1 02) 

^ 

お;ちモ行 

巨 

''''' — 一 

急な下0巧走行 


燃費向上や騒音のほミ咸のために、通常は D ポジシヨンを使用してください。 











































2-1 .運転のしかた 


1 7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切りかえ 
に ZR-FAE エンジン 搭載車） 

シフトレバーを M の位置にして、シフトレバーを操作しまず。 

n シフトアップ 
曰シフトダウン 

シフトレバーを操作するごとに1段 
ずつをまします。 

1〜7の間で還択されている変速段 
びメーターに表示されます。 



口知識 

■7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックに関する自動変速について 
(2ZR-FAE エンジン搭載車） 

-エンジン回転数び上びりすざないよ5に自動的に]段シフトアップされます。 

-エンジン回転数び下びりすざないよ5に自動的に]段シフトダウンされます。 

■ 7をスポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時のシフトダウン制限 
警告ブザーに ZR-FAE エンジン搭載車） 

を全や走行性能を確なするため、シフト操作には制限びあり、シフトレバーを 
操作してもシフトできない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび 
行われない場合は警告ブヴーび鳴ります。 

■ リバース警告ブザー 


シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせまず。 


■レーダークルーズコント□-ルを使用して走行しているとを 
(2ZR-FAE エンジン搭載車） 


7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時に MS、M5、M4 へ 
シフトダウンしてちエンジンブレーキは効をません。 

■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

一 P. 267 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトレバーを M にしてち、シフトポジシヨン•シフトレンジ表示なの M び点な 
しないときは （2ZR-FAE エンジン搭載車） 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 

■ NAVI • AI-SHIFT * について 

ナビゲーシヨンシステムの機能を利用した、高度な自動を速制御の機能です。使 
用ち法は別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧ください。 

■ M ポジシヨンで走巧中に停車したとさは （2ZR-FAE エンジン搭載車） 

-停車すると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

-停止後走行するとさは Ml からの発進となります。 

-停止時は Ml に固定されます。 


A 警告 

■ずべ りやずい路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因となりますので注意してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 

7ニユアルトランスミツシヨン=*^ 


■シフトレバーの動かしち 



クラッチぺダ J レをしっかり踏みシフトレバーをゆっくり操作しまず。 
誤操作を防ぐため、已か日 R へは直接入れることびできません。 
いったん N に入れてか b R にいれまず。 


[各シフトの速度限界 


エンジンを過回転させないために各シフト位置での速度びじ(下に記載して 
ある数値をこえないよラにしてください。 


シフト位置 

最高速度 （ km / h ) 

1 

48 

2 

89 

3 

138 

4 

180 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






















2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベ0やスピンの 
原因となりますのでま意してください。 


運転するとをに 


10已 





2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 



n 左折 
曰ち 折 

0左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 

口ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 


□知識 
■作動を件 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■ 表示なの点滅び異常に速くなつたとをは 

ち向指示好の電球び切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n ノ（ーキングブレーキびかかる 
ブレーキ ペダルを踏みなび 5、 
ノ（ーキ ング ブレーキレバーをいつ 
ぱいまで引をます。 

曰ノ（ーキングブレーキび解除さ 
れる 

レバーを少し引を上げ、ボタンを 
巧しなび6完全に下までちどしま 
す。 


□知識 


■を季のパーキングブレーキの使用について 

r 寒;令時の運転」（一 P. 152)の記載を参照してください。 

■ ! くーキングブレーキホ稱除走行時 警告 ブザー 

一口' 241 


店 ま意 


I 走行前のま 意 

ノてーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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□知識 — _ _ 

■/\ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 49) 
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2-2 .メ ーターの見方 

計器類 


►アナ□グ>(一夕 一 （ドライブモニター装着車) 



n タコ y — ター 


毎分のエンジン回転数を示します。 

曰スピード >(一夕一 
車両の走行速度を示します。 

且燃料計 

燃料残量を示します。 

□ 表お切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップ^ーター 表示の切り かえび でさます。また、 トリップ 
ーター 表示中に長押しすると走行距離を0にちどします。 

且オドーター、卜 U ップーター 
•オド ーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 トリッ 
プ目の2種類で使い分けることびでをます。 

曰 ドライブ モニター 
^P. 119 
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2-2. メーターの 見方 


BDISP ボタン 

ドライブモニターの表示を切0かえます。 

□ 水温計 

エンジン;令却かの温度を示します。 


►アナ□グ>(一夕 一 （ドライブモニター非装着車) 



n スピードー ター 


車両の走行速度を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

且表お切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップーター表示の切りかえびでさます。また、トリップ 
ーター表示中に長押しすると走行距離を0にちどします。 
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2-2. メーターの 見ち 


Q オドメーター、トリップメーター 
♦オドメーター 

走行した総距離を表おします。 

• トリップメーター 

U セットしてからの走行距離を表おします。区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 U ッ 
プ B の2種類で使い分けることびでをます。 

曰時計 

時刻を表おします。 

□ 時計調整ボタン 

時刻を調整します。（一 P . 1 14) 

□ 水温計 

エンジンをま P 水の温度をおします。 


►オプテイト□ン メーター 



ド（スマートエント U-& スタートシステム装着車）、またはエンジ 
ンスイッチを "ON" (スマートエント U-& スタートシステム非装 
着車）にずるとメーターび点なしまず。 

n タコ メーター 

毎分のエンジン回転数をおします。 
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2-2. メーターの 見方 


曰スピード 一夕一 
車両の走行速度を示します。 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

□ 表お切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップーター/メーター照度調整表示の切りかえがでを 
ます。また、卜 U ップメーター表示中に長押しすると走行距離を日にちどし 
9 〇 

且オドーター、卜 U ップーター、ーター照度調整表示 
•オド一夕一 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップ一夕一 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 トリッ 
プ目の2種類で使い分けることがでをます。 

• ーター照度調整表示 

メーター照度の明るさを調整でさます。 

且マルチインフォーシヨンディスプレイ 
-^P. 122 

BDISP ボタン 

マルチインフォメーシヨンディスプレイの表示を切りかえます。 

□ 水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 
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2-2. メーターの見方 


表示切りかえボタン(オドメーター/トリップメーター/メーター照度調壁) 


ボタンを巧ずごとにじ(下のよラに切りかわりまず。 
►タコメーター装着車 



n オドメーター 
□ 卜 U ップ メーター 八※ ] 

□ 卜 U ップメーター巨※] 

□ メーター 照度調整表示 X ’ 2 ( へッ 
ドライト点灯時のみ表示されま 
す。）* 

《1長押しで0にもどります。 

※吕長押しで照度を調整でをます。 


タコメーター非装着車 



么ま意 


n オドメーター 
曰卜 U ップメーター A 《3 
且卜 U ップメーター日※3 
《3長押しで0にもどります。 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよ5にしてください。 

♦水温 計の針び H のレツドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちにま全な場所に停車してください。（一 P . 27己） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見方 


[時計の設定変更（タコメーター非装着車) 



時計調整ボタンを押す 

時計び点滅します。この状態で時計調 
整ボタンを長押しすると正時に合わ 
せることびで去ます。 


固圆 T 可 時計が点滅中に時計調整ボタンを押ずと分表示が点滅する 
固画回希望の数値になるまで時計調整ボタンを押して"分"を設定する 
已秒経過すると時表示び点滅します。 

固圆1互希望の数値になるまで時計調整ボタンを押して"時"を設定する 

已秒経過すると時表示にもどります。 


□知識 

■正時合わせついて 

♦日〜2目分は切り下げられます。 

♦ 3 日〜已目分は切り上げられます。 

♦(例）1:〇日〜1:2目の場含は、1:〇日に、1:30〜1:已目の場含は、2: 
00になります。 
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2-2. メーターの見方 

表おな/警告巧 


メ—夕—. センターパネル内の表示幻.警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

►アナ□グメーター(ドライブモニター装着車） 



_ ST022AHQ19. 

►アナ□グ >(一夕一（ドライブモニター非装着車） 
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2-2. メーターの 見方 


►オプテイト□ン;ーター 



► センターパネル 
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2-2. メーターの 見ち 


表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 


ち向指示表示な 
(一 P ' 10己） 


ぐ令 


で0; 


1〇 


が 



シフトポジション' シフトレンジ表示 
巧（一 P . 1 00) 

※作動確認のために 


尾な表示な* (一 P . 1乙己） 
へッドライト 

上向き表示打（一 P . 1 25) 

フロントフォグライト 
表示な* (一 P .129) 


CRUISE 


NAVI 

CVT 


恩 

(点滅） 


TecoJ 


PCS 


クルーズコント□ール 
表示打* (一 P . 132) 
NAVI CVT 

表示な* (一別冊「ナビ 
ゲーシヨンシステム取扱 
書」参照） 

ス U ップ表示な* 

(一 P ' 143) 

エコドライブインジケーター 
ランプ* (一 P . 8己） 

PCS 警告口* (一 P . 242) 


(点滅または速い点滅） 

エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシ; 


ン ON モード（スマートエント U -& スタートシステム装着車)、またはエ 
ンジンスイッチを " ON " (スマートエント U -& スタートシステム非装着 
車）にすると点なし、数秒後またはエンジンをかけると消なします。点なし 
ない場合や点なしたままのとをはシステム異常のおそれびあります。トヨタ 
販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



117 

















2-2. メーターの 見方 


■警告打 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P. 241) 


本※※※ 半※※ ホ 本 


么 

口 

ご）（①） 

を 

が （©) 〇 i ) 



ホ※ ホ※ 

ホ※ 

ホ ホ 幸※ 

ぶ 

©! 

‘ PCS 

翁 D 

— ^ PASSENGER CRUISE 


(点滅) 


※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッショ 
ン日 N モード（スマートエント U — &スタートシステム装着車)、またはエ 
ンジンスイッチを"日 N" (スマートエント U — Sl スタートシステム非装着 
車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消なします。 

点灯しない場合や点灯したままのとをはシステム異常のおそれびあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■ ま全装置の警告なが点なしないとさは 

ABS や SRS エアバックなどのま全装置の警告なび、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエント U-& スター 
トシステム装着車)、 またはエンジンスイッチを "ON" (スマートエント U- 
&スタートシステム非装着車）にしてち点なしない場合や点なしたままの場合 
は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






2-2. メーター の見方 

ドライブモニター（アナログメーター）* 


ドライブモニターは、外気湿、時刻や走行に関する様々な情報を表示します。 

• 外気温表示（一 P . 11日） 

外気温を表示します。 

• 時計表示（一 P . 11日） 

時刻を表おします。 

• 卜 U ツプインフオメーシヨン 

(一 P . 120) 

航続巧能距離や燃費など走行に関 
する情報を表おします。 



[表示切りかえ 



項目を切りかえるには、 DISP ボ 
タンを巧しまず。 



現在の時刻を表示しまず。 


参夕 i 気温 



外気温を表术します。 

- 40む〜已〇むの間で表示します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








































2-2. メーターの 見方 


• 瞬間燃費 



• 平均燃費 


AVG. 


1 n n 

1 し ,■ し , 

km/L 


現在の瞬間燃費を表示しまず。 


U セツトしてか日の平巧燃費を表おしまず。 

- U セツトするには、平均燃費表示中に□旧 P ボタンを1 
秒！;!上巧します。 

-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 


• 航続可能距離 


RANGE 

zI'-I'd km 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 

よ 5：^ 〇 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実隙に走行でさるとは限りません。 
-燃料給油量び少量の場含、表示び更新されないことびあ 
ります。 


♦ 平均車速 


AVG. 


SIJJJ 

km/h 


U セツトしてからの平均車速を表おします。 

U セツトするには、平均車速表示中に D 侶 P ボタンを1秒 
政上押します。 


• 走行時間 



U セツトしてからの走行時間を表おします。 

U セツトするには、走行時間表示中に D 侶 P ボタンを1秒 
於上押します。 


[時計の設定変更 



ドライブモニターに時計を表示さ 
せる 

D 侶 P ボタンを長押しすると、時計が 
点滅します。この状態で D に P ボタン 
を長押しすると正時に合わせること 
びで去ます。 
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2-2. メーターの見方 


固画回時計び点滅中に DISP ボタンを巧ずと分表示び点滅ずる 
固圆 I 司希望の数値になるまで DISP ボタンを押して"分"を設定ずる 
已秒経過すると時表示び点滅します。 

固圆 I 互希望の数値になるまで DISP ボタンを巧して"時"を設定ずる 
已秒経過すると時表示にちどります。 

□知識 

■正時合わせついて 

• 0-29 分は切り下げられます。 

♦ 30 〜已9分は切り上げられます。 

• (例）1: 00〜1: 29の場合は、1: 00に、1: 30〜1:已日の場合は、2 : 
00になります。 

■バッテリー端子の S 巧着をしたときは 

バッテ U —端テの脱着を行ラとを、しツ下のデータは U セットされます。 

•時計 
♦平均燃費 
♦航続可能距離 
♦平均車速 
♦走行時間 

■が気温表示について 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているときや、低速走行（約 20km/h しツ下）のとき 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 
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2-2 .メ ーターの見方 

7ルチインフオメーシヨンディスプレイ（オプティト□ンメーター) 


マルチインフオメーシヨンディスプレイは、む下のよラな情報を表示します。 


参外気温表术 



か気温を表示します。 

一40 °C 〜已〇て;の間で表示しま 
す。 

• 時計表示 (^ P . 1 22) 

時刻を表おします。 

• 卜 U ツプインフオメーシヨン 

(一 P .123) 

航続巧能距離や燃費など走行に関 
する情報を表おします。 

• 警告メッセージ（一 P . 246) 

各システムに異常び発生すると自 
動で表示されます。 


[表示切りかえ 



項目を切りかえるには、 DISP ボ 
タンを押しまず。 


• 時計 


現在の時刻を表おしまず。 


12:34 
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2-2. メーターの見方 


瞬間燃費 


12:00 瞬間がま 
23で 18.0 km / お 


現在の瞬間燃費を表示しまず。 


平均燃費 


12:00 モ巧掘音 

23て16方 km / お 


♦ 航続可能距離 


12:00 

な括巧僻廊 

23 T 

17日 km 


平均車速 


12:00 

平巧车旌 

23 T 

60 km 


走行時間 


12:00 

走巧時な 

23て 

43:21 


U セツトしてからの平均燃費を表おします。 

- U セツトするには、平均燃費表示中に DISP ボタンを1 
秒攻上押します。 

-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 

9 〇 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実隙に走行でさるとは限りません。 
-燃料給油量が少量の場含、表示び更新されないことびあ 
ります。 


U セツトしてからの平均車速を表おします。 

U セツトするには、平均車速表示中に D 侶 P ボタンを1秒 
政上押します。 


U セツトしてからの走行時間を表おします。 

U セツトするには、走行時間表示中に D 侶 P ボタンを1秒 
政上押します。 


時計の設定変更 



マルチインフオ六ーシヨンディス 
プレイに時計を表示させる 

D に P ボタンを長押しすると、時計が 
点滅します。この状態で D に P ボタン 
を長押しすると正時に合わせること 
びで去ます。 
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2-2. メーターの 見方 


固画互時計び点滅中に DISP ボタンを巧ずと分表示び点滅ずる 
固圆 I 司希望の数値になるまで DISP ボタンを押して"分"を設定ずる 
已秒経過すると時表示び点滅します。 

固圆 I 互希望の数値になるまで DISP ボタンを巧して"時"を設定ずる 
已秒経過すると時表示にちどります。 


□知識 

■正時合わせついて 

• 0-29 分は切り下げられます。 

♦ 30 〜已9分は切り上げられます。 

• (例）1: 00〜1: 29の場合は、1: 00に、1: 30〜1:已日の場合は、2 : 
00になります。 

■バッテリ ー 端子の S 巧 着 をしたときは 

バッテ U —端テの脱着を行ラと、時計、平均燃費、航続可能距離、平均車ま、走 
行時間のデータは U セットされます。 

■システムチェック表示 

" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマー 
トエン ト U -& スタートシステム装着ま）、 またはエンジンスイッチを " ON " 
(スマートエント U -& スタートシステム非装着車）にしたとを、システムび正 
常に作動することを確認するため約3秒間「イニシャルチェック」と表示され 
ます。チェックび終わると前に表示されていた画面表示になります。 

■が気温表示について 

なの場合は、正しいか気温度びま示されなかったり、温度表示の更新び遅くなっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているときや、化を走行（約 20 km/h し U 下）のとき 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 
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2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


自動*または手動でへッドライトなどを点灯できまず。 



□ 車幅灯-尾灯-番号打- メー 
ター 照明（アナ□グ メーター 
のみ）を点な 

曰上記ライトとへッドライトを 
点打 

且へッドライト、車幅灯などを 
自動点灯-消灯 

(つンライトホ※） 

* コンライトは"エンジンスター 
トストップ"スイッチびイグ 
ニツシ ヨン ON モー ド （スマート 
エント U —&スタートシステム 
装着車)、またはエンジンスイッ 
チび‘‘ ON ’’（スマートエント 
U-& スタートシステム非装着 
車）のとを使用でをます。 


八イビームにずる 



n ライト点灯時、レバーを前方に 
巧し八イ ビームに 切りかえ 
レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

0レバーを引いている間、八イ 
ビームを点灯 

ライトび消なしていてち、八イビーム 
び点なします。レバーを離すと、□一 
ビームにちどるまたは消なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



1吕已 

























2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使い方 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでさまず。 



n 上向さに調整 
曰下向をに調整 


■ 目盛り設定の目ま 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

2 

全柔員 

トランクルーム 
満載時 

2.5 

運転者 

トランクルーム 
満載時 

4 


126 























2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


□知識 


センサーの上にちのを置いた0、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光び適ら 
れると、自動点な•消な機能び正常に働か 
なくなります。 


■ライト消し忘れ防止機能 

♦" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ1」ーモードまたは OFF 
(スマートエント U-& スマートシステム装着ま)、またはエンジンスイッチ 
を "ACC " または " LOCK" (スマートエント U-& スマートシステム非 
装着車）にして運転席ドアを開けるとヘッドライト、尾なび自動で消なしま 
す。 

再びライトを点灯する場合は、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
イグニッシヨン ON モード（スマートエント U-& スマートシステム装着 
車）、またはエンジンスイッチ（スマートエント U-& スマートシステム非 
装着車）を "ON " にするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 
参または ID の位置にします。（ディスチャージへッドライト装着車） 

♦へッドライト、尾灯び点なしている状態で運転席ドアを開けるとランプ類の 
消し忘れを警告するフヴーび鳴ります。（ディスチャージへッドライト非装 
着車） 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ P ぶ売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P. 290) 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


ライトセンサー* 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使い方 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点灯しないでください。 
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2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイッチ* 


雨や露などの悪天傾下で視界を確保しまず。へッドライトまたは車幅 
灯び点灯しているとさ使用でさまず。 

■ フ□ントフォグライトスイツチ 

□ 消な 

曰フ □ント フォグ ライト点好 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

ワイパー&ウォッシャー 


INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることびできまず。 




n 間欠作動 （ INT ) 

0 低速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ mist ) 


曰間欠ヮィパーの作動頻度(減） 
0 間欠ワイパーの作動頻度(増）# 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















2-3. ライトのつけち-ワイパーの使い方 


□ ウォッシャー液を出す 

ワイパーび連動して作動します。 


□知識 

■作動を件 

►スマートエント U-& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウオッシヤー液量び不足していないのにウオッシヤー液び出ないとをは、ノズ 
ルのつま D を点検してください。 


A ま意 

■窓ガラスが 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

レーダーク J レーズコント D — J レ* 


アクセルペダルを踏まな<てち、車間制御モードで先巧車の車速変化 
に合わせた追従走巧をおこなったり、定速制御モードで一定の速度で 
走巧でさまず。 


■ 制御モードを選択ずる 



車間制御モードを選択する 

インスイッチを ON にする 

OFF にするには再びスイッチを押 
します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



























2-4. その他の走行装置の使いち 



定速制御モードを遇択ずる 
n メインスイッチを ON にずる 

旦定速制御モードに切0かえ 
(約1秒間長巧し） 

OFF にするには巧びスイッチを巧 
します。 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチが日 N モードになるたびに車 
間制御モードに再設定されます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■選択したモード（車間制御•定速制御）で走巧する 



BT024AH004 


希望の速度まで加速/減速し、レ 
ノ（一を下げて速度を設定ずる 


■設定速度を変えるには 



BT024AH005 


n 増速 


旦減速 


表示び希望の車速になるまでレバー 
を保持します。 

制御中にレノ（一を上または下に軽く 
操作して手を離せば、設定速度を微 
調整（約！.已 km / h ずつ）でさます。 


■ 制御を解除する-復帰させるには 

n 解除 

レバーを手前に引さます。 

ブレーキを踏んだとさち解除されま 
す。 

曰復帰 

レバーを上げると、ちとの制御状態 
にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


車間距離を変更するには（車間制御モード) 



レバーを手前に引<ごとに車間 
距離を切0かえる 

n 長い 
0中間 
0短い 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチび ON モードになるたびに 
n に設定されます。 

先行車びいる場合、先行車マークち 
表示されます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■車間制御モードでの走行 

このモードではレーダーセンサーにより、車両前方約100 m じ(内の先 
行車を検知して、先行車のち無-先行車との車間距離を判定しまず。 

長い下り坂を走行しているとをは車間距離び短めになります。 



100 km / h に設定した場合 
運転をび設定した車速で定速走行します。 

0 減速走行（設定した車速より遅い先行車び現れたとさ）： 

100 km / h で定速走行時に、80 km / h の先行車びいる場合 
自車線に先行車を検知すると自動で減速し、より 大 をな減速び化要な場合はブ 
レーキびかかります。十分に減速でをない状態で先行車に接近した場合は、接近 
警報（一 P . 246)を鳴らします。 

且追従走行感定した車速より遅い先行車に追従ずるとさ）： 

100 km / h に設定しているときに、80 km / h の先行車びいる場合 
先行車の車连変化に合わせて、運転をの設定した車間距離になるよラ追従しま 
す。 

Q 加速走行 （ iz ットした車速より遅い先行車がいなくなったとさ）： 
100 km / h に設定しているときに、80 km / h の先行車がいなくなっ 
た場合 

先行車び車線変更したとさは設定車速までゆつ< り加速し、定速走行にちどりま 
す。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■ レーダークルーズコント□ールの警告な-警告表示-警報 

走行操作に関してを意び必要な場合や、システムに異常び発生したとをには、警 
告灯や警告表示、警報でま意をうなびします。 （^P. 24日） 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D または M の4、已、己、7レンジのとを設定でをます。 
♦ままは約4已 km/h から100 km/h の範囲で設定できます。 

■アクセル操作 

通常走行と同様にアクセルで加速でをます。加速後、設定車速にちどります。 

■車間制御走行の自動解除 

LU 下のとを、自動的に車間制御による走行び解除されます。 

♦車速び40 km/h しソ下になった 

• VSC び働いた 

♦センサーび何かでふさびれて適切に働かない 
♦ワイノ f 一び高速で作動した 

その他の理由で車間制御走行び自動解除されるとをは、システムび故障してい 
る可能性びあります。トヨタ販売店にご相談ください。 

■定速制御走行の自動解除 

し U 下のとを、自動的に定速制御び解除されます。 

♦設定速度より実際の車速び約1日 km/hliU; 化下した 
♦車速び約40 km/h しツ下になった 

• VSC び働いた 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■車間距離選択の目を 

し U 下の目まを参考にま間距離を選択してください。（一 P . 135)佳速80 km/ 
h で走行している場合） 

なお、車速に応じて車間距離は増減します。 


車間距離選択 

車間距離 

長 

約己0 m 

中 

約40 m 

短 

約3日 m 


■レーダーセンサーとグリルカバーについて 

車間制御を正しく働かせるためにセンサーとグ1」ルカバーは常にをれいにしてお 
いてください。（ビニールやつららや雪など、巧れ検巧機能で検巧でをないちのち 
あります。） 

ミちれを検巧したとさは、レーダークルーズコント□ールは解除されます。 







n グ U ルカパー 
且レーダー センサー 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ま 全にお使いいただくために 

ま全運転を行5責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に 
自らの責任で周囲の状況を巧握し、安全運転にむびけて<ださい。 

レーダークルーズコントロールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽 
減するためのシステムで、支援の範囲には限りびあります。 

システムび正常に機能していてち、運転者び認識している先行車の状況とシス 
テムび検巧している状況び異なる場合びあります。したびってミち意義務、を険 
性の判断、ま全の確保は運転者び行5必要びあります。なお、誤った使いちを 
したり、操作慣れなどでま意を怠ったりすると思わめを険を招くことびあ D ま 
す。 

■システム のち援内容に関ずるを意点 

システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 

システムを過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離を検 
巧するのみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良 
を補助するシステムでもありません。 

運転者自らび周囲の状況にま意を仏ラ必要びあります。 

♦運転者び 明断する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離び適 
正かどラかを判断しており、それしツがの判断はしません。このため、を険性び 
あるかどラかなど運転者は自ら安全の判断をする必要びあります。 

♦運転ち び操作する過程での支援内容 

レーダークルーズコントロールは、先行車への追突を防止する機能はありませ 
ん。このため、を険性びあれば運転者自らびま全を確保する必要びあります。 

■誤 操作を防ぐために 

レーダークルーズコントロールを使わないとさはメインスイツチを OFF にして 
<ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダークルーズコント□-ルを使用しロホし、けない状況 

し i (下の状況では、レーダークルーズコントロールを使用しないでください。 
適切な制御び行われず、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
♦急 力ーフのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下り坂や急で勾配の変化び激しい坂 
♦高速道路の 出入り □ 

♦レーダー センサーび正しく働かないよラな悪天候時（雨-霧.雪.砂嵐など） 
♦接近 警報びひんぱんに鳴るとを 

■センサーび 正しく検知しないおそれのある巧巧車 

し U 下のよラな場合は、必要に応じてフレーキで減速してください。 

レーダーセンサーび正しく車両を検知でをず、接近警報卜 P. 2已 1) も作動し 
ないため、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

♦先行 まび急に割0込んでをたとを 
♦先行 車び低速で走行中のとを 
♦停車 中のまびいるとを 

♦先行 車の車両の後部分びルさすざるとを（荷物を積んでいないトレーラーな 
ど） 

♦同じ 車線を二輪車び走行中のとさ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ 車間制御び正しく働かないおそれのある状況 

し U 下の状況では、必要に応じてフレーキで減速して<ださい。 

レーダーセンサーび正常に車両を検知せず、思わめ事故につなびるおそれびあ 
0ます。 

♦周囲の 車両より水や雪び撒を散らされ、レーダーセンサーの作動の巧げになる 

+曰厶 
お口 

♦自 車の車両姿勢び上向をになる場合（重い荷物を積んだとをなど） 

♦カーフ 路や車線幅び狭い道路などを走行する場合 
♦八ン ドル操作び不ま定な場合や車線内の位置び一定でない場合 
■レーダー センサーを正しく働かせるためには 
センサーとグ1」ルカバーには1;(下のことをしないでくさい。 

センサーび正しく働かず、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

♦何 か貼ったり、取り付ける 
♦巧れ たままにしておく 
♦分解したり、 強い衝撃を与える 
♦改造 や塗装 

♦純正 品し:!がの部品に交換する 

♦センサーに 貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明ですので、 
はびさないで < ださい。分解、改造すると電波法の基準に適合しな < なる場合 
びあ0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

レーダークルーズコントロールび効果を発揮でさるよラにしツ下のことをお守り 
<ださい。 

♦センサーと グ U ルカバーは常にをれいにしておく。 

お手入れをする際は、センサーやグ1」ルカバーを傷つけないよラ、やわらかい 
巧を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける。 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあります。強い 
衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受け、調整してもらってくだ 
さい。 

♦センサーを 分解しない。 

♦センサー やグ1」ルカバー周辺にアクセヴ1」一をつけたり、ステッカーを貼った 
りしない。 
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2-4. その他の走巧装置の使いち 

運拓を補助する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてに TF の装置 
が自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にを意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などにより大をなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル）* 

急な八ンドル操作やすべりやすい路面で旋回するとをに横すべりを抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル）* 

すべりやすい路面での発造時や加速時に前輪の空転を抑え、駆動力をおなしま 
す。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■ PCS (プリクラッシュセーフテイーシステム）* 

一 P' 146 


[ VSC . TRC び作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
き、前輪び空転したときは、 VSC 、 
TRC の作動を表示ずるためにス 
U ップ表示打び点滅しまず。 

VSC の作動時、ブヴー（断続音）び 
鳴ります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


□知識 

■ ABS 、 ブレーキアシスト、 VSC 、 TRC の作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後や、ブレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、しツ下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体やノ Vンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン’’といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果び下びるとき 

停車中か極ほ速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるよラになります。そ 
の場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを切ってください。 
10分程度でちとの状態にちどります。 


A 警告 

しツ下の状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとさ 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとを 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。(下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあ D ます。車両の安定性や駆動力を失ラよラな状況では、特 
に慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なげ点滅し、作動警告ブザーが鳴っているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常にま全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅し、ブ 
ヴーび鳴ったら特に慎重に運転してください。 

■タイヤを 交換ずるときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドバターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P. 288) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS、VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチを巧ずことにより、プ U クラッ 
シュブレーキの ON / OFF 切りかえびできまず。 

n プ U クラッシュ ブレーキ 0 N 
0プ U クラッシュ ブレーキ OFF 

OFF にずると PCS 警告巧び点滅 
します。 


2-4. その他の走行装置の使い方 

PCS (プ U クラッシュセーフテイシステム) 


レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物との衝巧び予測された 
ときに、警報により運転者に巧して回避操作をラなびし、衝突の防止 
に役立ちまず。前方の障害物と衝突の可能性び高い、または前方の障 
害物と衝突び避けられないと検知したとさ、自動的にシートベルトや 
ブレーキなどに働きかけ、被害軽減に貢献しまず。 

■ プリクラッシュシートベルト 

プ I 」 クラッシュセンサーにより衝突物び検巧され、衝突び避け 6 れないと判断 
したとを、衝突前にシートベルトを巻を取ります。 

また、急ブレーキをかけたとをや、車びコント□ールを失ったとさち同様に作 
動します。 （^P. 4已） 

■プリクラッシュブレーキアシスト 

衝突の可能性び高いとをには、ブレーキペダルび踏まれる強さに反応してブ 
レーキカを増強します。 

■ プリクラッシュブレーキ 

衝突の可能性び高いとさに警告な、警告表示、ブヴー音で警報を行い、さらに 
衝突び避けられないと判断したとさは、ブレーキび自動でかかり、衝突速度を 
低減します。スイッチを使って、プ U クラッシュブレーキの ON/OFF 切りか 
えびでをます。 


1" プリクラッシュブレーキの切りかえ 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























2-4. その他の走行装置の使いち 


Iレーダ—センサー 

走行中に路上またはその付近に車 
や物びあるかどラかを検知し、そ 
の物の位置や車速、進路か5衝突 
するおそれびあるかどラか判断し 
ます。 

n グ U ルカバー 
0レーダー センサー 


□知識 

■センサーび検知しない場合 

パイ□ンなどのプラスチック類は検知でをません。人や動物、自転車、オート 
バイ、木、雪の吹をだまりなどは検巧しないおそれびあります。 

■システムの作動条件 

♦シートベルトの作動を件 

. フロント席の乗員びシートベルトをつけている 
-車速び約已 km/h しツ上 

. 自車からみた対向車か障害物の接近速度び約30〜約40 km/h 1；(上 
♦ブレーキアシストへの作動条件； 

-車速び約30 km/h 1；(上 

. 自車からみた先行車や障害物の接近速度び約30〜約40 km/h 上 
. ブレーキ ペダルび踏まれているとを 
♦ブレーキへの 作動を件； 

•プ1」クラッシュブレーキ OFF スイッチび押されていないとを 
-自車速度び約1已 km/h 1；(上 

. 自車からみた先行車や障害物との接近速度び約15 km/h \ iX ± 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ システムの作動しない環境 

プ1」クラッシュセーフティシステムは、想定されてない状況では有効に作動し 
ないことちあります。 

♦さついカーブや起伏びある場所 
♦凍結路や積雪路などのすべりやすい路面状態の場所 
♦交差点などで、自車の進行ち向に急な飛び出しびある状況 
♦自車の進行ち向に車の急な割り込みびある状況 
♦雨、霧、雪、砂嵐等の悪天候の状況 
♦車び横すベりしている状態 
■システムの自動解除 

システムの異常び検知された場合、センサーび障害物を検巧でさない状況（セ 
ンヴーの巧れなど）ではシステムの動作び自動的に解除されます。このよラな 
場合には衝突の可能性びあってちシステムは有効に作動しません。 

■ 衝突の可能性びなくてちシステムが作動ずるとを 

衝突の可能性びな<てち、しツ下の場合、システムび作動することびあ0ます。 

♦カーブ入り□に障害物びあったとを 

♦カーブで、対向車とすれ違ったとを 

♦狭い鉄橋を走行したとを 

♦路面に金属物びあったとを 

♦凹凸のある路面を走行したとを 

参ち折時に巧向車とすれ違ったとを 

♦前を走っている車に急に近付いたとを 

♦立体交差-標識-看板などび進行ち向に見えたとを 

♦上り坂走行中に看板などの上方金属物び前ちに見えたとを 

• ETC ゲートを高連で通過したとを 

また、このとを、シートベルトびすばやく引を戻されたり、ブレーキをかけた 
とさに通常よりブレーキび強くかかったりすることびあります。シートベルト 
び卷さ取られた状態でロックした場合は車を安全な場所に止めてシートベルト 
をはずし、再度装着してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ システムに異常びあるとさは 

警告灯や警告表示び点なまたは点滅します。（一 P . 241、 246) 

A 警告 

■ま 全にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあります。常に周囲の状況を巧握し、安全運転 
に资めて < ださい。 

プ U クラッシュセーフテイシステムは運転者び衝突のを険を見逃してしまつた 
場合に、警報やブレーキ制御により運転者を支援するちのです。本システムだ 
けで衝突を回避したり、ま全に停止するとい5ちのではないため、システムを 
過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。また、状況によっては有効に機能しないことびあ 
0ます。 

■システム のち援内容に関ずるま意点 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは、警報やフレーキ制御により衝突回避支 
援を行ラために、運転者び「見る」、「判断する」、「操作する」過程で、支援を 
行います。システムの支援には限界びあるため、し U 下の点に注意して<ださい。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、前ちの障害物を可能な範囲で検巧する 
のみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良を補助 
するシステムでちありません。運転者自らび周囲の状況にま意を払ラ必要びあ 
ります。 

♦運転者び 明断する過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、検巧しラる前方の障害物の情報のみか 
ら衝まのを険性を判断するちのです。ま全の確なの判断は運転者自らび行5必 
要びあります。 

♦運転ち び操作する過程での支援内容 

被害軽減制動制御は、衝突び避けられないと判断した段階で作動するちので、 
単独で衝突を回避したり、ま全に停止させるちのではありません。このため、 
危険性びあれば自らび安全を確なする必要びあります。 



149 





2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

プ U クラッシュセーフテイシステムび効果を発揮でさるよラに下のことをお 
守りください。 

♦センサーと グ1」ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ1」ルカバーを傷つけないよ5、やわらかい 
巧を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあります。強い 
衝撃を受けた際は、おずトヨタ販売店にて点検を受け、調整して<ださい。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサーに 貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明ですので、 
はびさないで<ださい。分解、改造すると電波法の基準に適合しな<なる場合 
びあ0ます。 

♦センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —をつけたり、ステッカーを貼った 
りしない 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安をで快適なドライブをずるために、荷物を積むときはじ TF のことを 
お守りください。 

• できるだけ荷物はトランクに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

しツ下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ' アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷つけるおそ 
れびあります。 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

• 荷物を積み過ざないで < ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでな<、八ンドル操作性やブレーキ制御のほ 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれび友0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運拓 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦ LU 下のちのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-を却!水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のをのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。（タイヤに 
ついて： 一 P .197) 

■ 運転する前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したときは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウィンドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いて < ださい。 

• 足まわりに氷びついているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷びついているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車するとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーをオートマチック車は P 、 マニュアル車は下り坂では R 上 
りぁでは1速に入れて駐車し、輪止めをしてください。 
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2-5. 様々なが況での運転 


I タイヤチェーンの選択について 

タイヤチェーンを装着ずる際は、正しいサイズのタイヤチェーンを使巧 
して < ださい。 

サイドチェーン： 

□ 3.0 mm 

□ 30.0 mm 
且] 0.0 mm 
ク□スチェーン： 

□ 4.0 mm 
且 25.0 mm 
且 14.0 mm 

q 知識 — 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムでおおってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレード 
をおホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法についてはし U 下の指示にしたびってくだ 
さい。 

-ま全に作業でをる場所でおこな5 
-前2輪に取口付ける 
-タイヤチェーンに付属の取扱書にしたびラ 
-取り付け後0.己〜1.0 km 走行したら締めなおしをおこなラ 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しない 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転ずることびでさずに、思わめ事故につな 
びり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびありまず。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ほラを超える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーフの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失5のを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ミち意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品し U がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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デアイサー . 170 

3-2. 室内巧のつけ方 

室内丹一覧 . 171 

3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 173 
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サンバイザー . 181 

バニティ S ラー . 182 

移動式灰 m. 183 

アクセヴ U— ソケット . 184 
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トランク内装備 . 187 

シ—トヒ_夕_ . 188 


1己已 

















3-1 .エアコン.デフォッガーの使いち 

マニュアルエアコン* _ 


吹さ出し□切りかえダイヤル 



I エアコンの設定 

■ 風量をかえるには 

風量調節ダイヤルをち（増）か左（減）へまわず 
送風を止めるとさはダイヤルを0の位置に合わせる 

■温度をかえるには 

温度調節ダイヤルをち（暖）か左（を）へまわず 



び巧されてない場合は送風または暖房で使用でをます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















吹き出し□を切りかえるには 

吹き出し口切りかえダイヤルをまわし吹き出し口を選ぶ 




BTD31AH016 


足元に送風 


. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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エアコン-デフォッガーの使い方 



足元に送風-ガラスの量りを取る 



ガラスの量りを取る 

自動的に外気導入に切りかわります。 

© を巧してエアコンを ON に 
すると曇りび早く取れます。 


■ 外気導入*内気循環を切りかえるには 

(^)を押す 


ボタンを押すごとに外気導入.内気循環び切りかわります。内気循環を選択して 
いるとさは、 [ c ^] の表示灯び点灯します。 


© 
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. エアコン-デフォッガーの使い方 


■ 風向きの調舊と吹き出し□の開閉 



n 風向さの調整 
0 □欠さ出し□の開閉 


































































3-1. エアコン-デフォッガーの使い方 


□知識 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■ が気温度が0 ‘ C 1 U 下のとを 



を押してもエアコンは作動しません。 


■吹き出し□をく/’にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出し□であり、温度調整ダイヤルの位置によっては、 
足元には、上半身に送風される風よりも暖められた風び送風されます。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使巧中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 
を出し□切りかえダイヤルをガラスの曇り取りの位置に合わせないでくださ 
し、。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り視界を巧げる場合びあります。 


A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 

才ートエアコン* _ 


設定温度にあわせて吹き出し□と風■を自動で調壁しまず。 



オート設定を使ラとさ _ 

I 扫腳 1 I を巧ず 

吹さ出し□と風量び自動で調整されます。 

固醒司設定温度を上げるとさは I 叫 の A を、下げるとさはVを押ず 
I 巧 Ml 31 品）)を巧ず 

ボタンを巧すたびにエアコンの ON . OFF び切りかわります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 


I お好みの設定で使ラとさ 

■エアコンの ON • OFF を切りかえるには 



ボタンを巧すたびにエアコンの ON • OFF び切りかわります。 


■設定温度をかえるには 

設定温度を上げるとさは 

■ 風量をかえるには 



の A を、下げるとさはVを巧ず 


の A (増）かV (減）を巧ず 

風量は7段階に調整でをます。 

送風を止めるとさは 、由 OFF I を巧ず 



■吹を出し□を切りかえるには 

を巧ず 

巧すたびに吹を出し□び切0かわ0ます。 



上半身に送風 
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BT031AH003 


上半身と足元に送風 



* 一部車種のみ 

■ 外気導入-内気循環を切りかえるには 

内気循環に切りかぇるには、を押ず 


外気導入に切0かえるには、 ）51 を押ず 


. エアコン.デフォッガーの使い方 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使い方 


(フ□ントガラスの量りを取るには 



/ ぉ \を押す 

内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に（が 
気温が低いとさは約1分後に）^巧~~1を押す前のモードにちどります。 


途中で動作を止めるときは再度 / ^巧~~ I を押すと前のモードにもどります。 
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エアコン-デフォッガーの使い方 


風向きの調壁と吹き出し□の開閉 



n 風向さの調整 
曰□欠さ出し□の開閉 



16已 



































































1-1. エアコン-デフォッガーの使い方 


□知識 

■才ート設定の作動について 

UTF のよラな制御をする場合びあ0ます。 

♦か気温び高いとを設定温度を下げると内気循環に切りかわる 
♦ を押した直後しばらく送風び停止する 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■フ□ントガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的に外気導入に切りかわる場合びあります。外気温 
度び0でしツ下のとを 



を押してもエアコンは作動しません。 


■巧粉除去モードについて 

外気温び化いとさは、ガラスの曇り防止のためにし U 下のよラな作動をすること 
びあ0ます。 

• 内気循環に切りかわらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 

湿度び非常に高いとさに使ラとガラスび曇る場合びあります。 

巧粉除去モードび OFF のとをも花粉はフィルターで取り除かれています。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使巧中に、ま室内がのさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 
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A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは 
r 棘 \ を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇 
り視界を巧げる場合びあります。 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り) 


リヤウインドウの量りを取るとさにお使いください。 


► マニュアルエアコン装着車 




オン/オフ 

寒冷地仕様車では、 U ヤウインド 
ウデフオッガーは、約1已分で自 
動的にオフになります。 


オン/オフ 

寒を地仕様車では、1」ヤウインド 
ウデフオッガーは、約1已分で自 
動的にオフになります。 


□知識 

■5 ラーヒーターに ついて 

5 ラーヒーター 装着車は、 U ヤウインドウデフ ォッガーを 日 N にすると5 ラー 
ヒーター も同時に作動します。 
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. エアコン-デフォッガーの使い方 


A 警告 

■5 ラーヒーター作動中の警告 

ドア=ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるのでふれ 
ないでください。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あび D の原因となります。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパーブレードの;ま結を防ぐためにお使いくだ 


さし、。 



オン/オフ 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的にオフになりま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面び熱く 
なつてお0、やけどをするおそれがあるのでふれないで<ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















3-2. 室内な①つけ方 

ま巧好一覽 



n パーソナルライト* (一 P . 172) 

曰 ルームライト （一 P .172) 

且"エンジンスタートストップ"スイッチ照明 
(スマートエント U-& スタートシステム装着車） 
エンジンスイッチ照明 

(スマートエント U-& スタートシステム非装着車) 


口知識 

■バッテリーあびりを防ぐために 

半ドア状態でルームライトスイッチびドアポジションのとをに、ルームライト 
と"エンジンスタートストップ"スイッチ照明（スマートエント U -& スター 
トシステム装着車） または、エンジンスイッチ照明（スマートエント U -& ス 
タートシステム非装着車)び点打したままの場合、約20分後に自動消なします。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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室内装備の使いち 


























3-2 .室内巧のつけ方 


パーソナルライト、ルームライト 


■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 290) 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

ルームライトスイッチびドアポジションのとをは、電 テキーの 検巧*、ドアの施 
錠•解綻、開閉、"エンジンスタートストップ"スイッチ（スマートエント 
U -& スタートシステム装着車）、またはエンジンスイッチ（スマートエント 
1」一&スタートシステム非装着車）の状態により、各部照明び自動的に点灯、消 
灯します。 


I パー ソナルライト* 



点な/消灯 


I ルームラ イト 



n ドアポジション（ドア連動) 
旦 OFF 
且 ON (点灯） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













3。.収納装備の使い方 

収納装備一質 



曰コン ソール ボックス* 
且カップホルダー* 

Q ボトルホルダー 
且ル物入れ 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけない物 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、し U 下のようなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変形 
やひび割れをおこす 

♦室温び 高くなったときにライターやスプレー吿び爆発したり、他の収納物との接軸で 
ライターび着义した0スプレー宙のガスびちれるなどして火がにつなびる 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使い方 


助手席アッパーボックス、グ□ーブボックス 


|助手席ァッパーボックス • グ□-ブボックス 

►目力手席アッパーボックス 



レバーを引さ上げる 



A 警告 
■走行 中の警告 

助手席アッパーボックス-グローブボックスをおず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いた助手席アッパーボックス-グローブボックスに体 
びあたった0、収納していたちのび飛び出した0して、思わめ事故につなびる 
おそれびあ〇を険です。 
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3-3 .収納装備の使いち 


コンソールボックス 


t コンソールボックス 

►コンソールボックス（スライド機能装着車) 



室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


□知識 

■コンソールボックスのフタについて 



フタを前後にスライドさせることびでをま 
す。（スライド機能装着車） 


A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたコンソールボックスに体びあたったり、収納して 
いたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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3-3 .収納装備の使いち 


カップホルダー 


■カップホルダー 


n 前側のフタを開ける 
曰後側のフタを開ける 


U ヤセンターアームレストを引さ 
出ず 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙しツ外のちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない とさは 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたるなどして、思わめけびをするお 
それびあ〇を険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


► フ□ント 




室内装備の使いち 
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3-3 .収納装備の使いち 


ボトルホルダー 


(ボトルホルダー 



白知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、形によっては収納でさないことびあります。 


A ま意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 
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3-3. 収納装備の使い方 


ル物入れ 


マルチボックス 



ツマ S を引いて開ける 




ツマ S を引いて開ける 


小物入れ 


室内装備の使いち 
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3-3 .収納装備の使いち 


ル物入れ 


A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを開けたままにしないでください。 

急ブレーキ時などに、開いたル物入れに体びあたったり、収納していたちのび 
飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー* 



182 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











3-4. その他の室内装備の使い方 

を動式灰皿* _ 


白知識 

■収納場所について 

カップホルダーやボトルホルダーに収納でをます。 


A ま意 

■出义 を防ぐために 

♦マッチ、 タバコなどの火は必ず消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めて < だ 
さい。 

♦灰皿の 中に紙くずなどの燃えやすいちのを入れないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ 
い。 



口知識 
■使用を件 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U —モード、またはイ 
グニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

12 V 1 0 A を超えないよラにしてください。 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト* 



A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック〔クリップ）の形状お 
よびフ□アマットの固定方法はイ 
ラス トと異なる場含があります。 
詳しい固定方法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 

次のことをおずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、おわめス 
ピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれびあります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない 
♦運転席 専巧のフロアマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使巧しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車や清掃後は必ず確認を行5 

♦エンジン 停止およびシフトレノ（一び P 
(オートマチック車）または N (マニ ユア 
ル車）の状態で、各ペダルを奥まで踏み 
込み、フロアマットと干渉しないことを 
確認する 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

トランク巧装備 


■ 兰角表示板収納スペース 

=角表示板を収納することびで 
さまず。 


□知識 — 

■収納について 

=角表示板のケースの大ささおによって収納でをない場合びあります。 


A 警告 

■云 角表示板を収納ずるときは 

確実に固定されていることを確認してください。 

確実に固定されていないと、急ブレーキをかけたとをなどに兰角表示板び飛び 
出し思わめ事故につなびるおそれびあります。 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

シートヒーター * 



DHI 猫） 

曰 L 0 (動 

シートヒーターび作動していると 
をは、表示なび点なします。 


白知識 

■使用を件 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッション ON モードのとを 

■シートヒーターについて 

♦ HI (強）にすると、シートの肩部分と背ちたれ全体、およびクッション部を 
暖めます。 

♦ L 0 (弱）にすると、シートの肩部分と背ちたれ中央部のみを暖めます。 


A 警告 

■やけどを 防ぐために 

♦化 温やけどを負ラおそれびあるため、し U 下のかたは特にごま意ください。 

-乳幼お、おテさま、お年寄り、病人、体の不自由なかた 
-皮膚の謂いかた 
-疲ちの激しいかた 

-深ミ酉やお気をさそ5薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用されたかた 
♦シー トに毛巧、クッシヨンなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使巧により巧温性び高まり異常過熱の原因になります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















3-5. その他の室内装備の使い方 


A ま意 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないでください。 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンび停止しているとをはスイッチをオフ（中立）にしてください。 


室内装備の使いち 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


190 



お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 192 

内装の手入れ . 1日已 

タイヤについて . 197 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 200 

ガレージジャッキ . 202 

電球（バルブ）の交換 . 204 

ヒューズの点検、交換 . 216 

キーの電池交換 . 223 

ウオッシャー液の補給 . 227 


エアコンフイルターの交換.. 229 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、 L ソ下の項目を実施ください。 

♦水を十分かけなび日車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下 
へミちれを洗い落とず。 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいをので洗ラ。 

• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
す。 

• 水をふさ取る。 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけをおこなラ。 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にならないとさは、車体の温度び 
;令えているとを（およそ体温じ(下を目まとしてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボディコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


口知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦洗車する前に、5ラーを格納してください。 

♦ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

♦ U ヤスポイラー装着車はスポイラーびひっかかり洗車でをない場合や傷付 
いたり破損するおそれびあります。 

■高圧洗車機を使ラとをは 

室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近に 
近づけすざないでください。自動洗車機に入れる前に車両の給油□びしっかり 
閉まっていることを確認してください。 
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4-1. お手入れのしかた 


■アルミホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないで<だ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパーについて 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてくださし、。 

■ ドア5 ラーの 親水 コーテ イングについて 

親水膜の効果を持続させるため、し U 下のことにま意してください。 

♦シ U コーンやコンパウンドの入っていない力ーシヤンプーやガラスク U — 
ナーで清掃し、十分に水で洗い流す 

♦晴天時に太陽光を1 • 2日間当てる 

■レインクリアリングミラーの親水効果回復作業について 

鏡面の親水効果は、太陽光をあてることにより徐々に回復します （^ P . 已 2) 
び、早く回復させたいとをはなの作業を行ってください。 

lejMi 11鏡面に水をかけ、ミ尼巧れなどを洗い流す 
I 扫腳2 I 水を含ませたをれいな柔らかい巧などで巧れを落とす 
柜 3 MI 3 1 ガラスク U —ナーか中性洗剤で洗浄後、十分な水で洗剤を洗い流す 
leatfli 4 1 をれいな柔らかい巧などで鏡面についた水をふを取る 

柜 3 MIS I 屋外に車両を駐車し、鏡面に太陽光を5時間程度あてる 
(ミちれの量や種類により、回復時間は異なります。） 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を するとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱くなりますので、エンジン停止直後などにふれない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 


A ミち意 

■塗装の 努化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

• なのよラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、樹液、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとを 
. ばい 煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しくちれたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライ トの清掃 

♦を 意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけをおこなわないで<ださい。 

レンズを損傷するおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、 L ソ下の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなミちれを取る 

• スポンジや柔らかい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか日巧れを落とし、固<絞ったされ 
いな布で洗剤をふさ取る 


口知識 

■力一ぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を巧くよラに 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
おくのび最ち効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ • ほつれ-傷などを定期的に点検してください。（一 P . 43) 

A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一口. 64) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につなびるおそれびあ0ます。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■内装の 手入れをずるとをは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 


A ミち意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色. シ S . 塗装はびれの原因になるため、下の溶剤は使用しないでください。 
-シートし i (外の部分：ベンジン、ガソ1」ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ 
1」性の溶剤、染色剤、漂白剤 

-シート部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性のを剤 
♦麗 出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ' 溶解' 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みをさけるために 

革の部分の損傷-消耗をさけるために、し i (下のことをお守りください。 

♦革に つし、 たほこりや砂はすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。特に夏場は曰陰で車を保菅する。 

♦ビニール 製-プラスチック製■ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはり付くおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとさは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で輕くないてください。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけられていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己,000 km ごとにおこなってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していた0、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ□—テーシヨンのしかた 

図でおず順にタイヤを□ーテー 
シヨンしてください。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨ ン 
を推奨します。 
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4-1. お手入れのしかた 


□知識 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとさの 
空気圧 kPa ( k 旨/ cm う 

前輪 後輪 

標準タイヤ 

18己/6己 R 1 己 88 S 

240 (2.4) 

19己/6己 R 1 己91 S 

210 (2.1) 

スペアタイヤ 

T 12 己/ 70 D 16 吕 6 M 

420 (4.2) 

T 135/80 D 16 101 M 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談 < ださい。 


■タイヤ空気圧の数値 



A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、死 t 事故や負傷に 
つなびるおそれびあります。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレツドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しないでください。 
♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテツドタイヤ、バイアスプライタイヤをミ居在使 
用しないで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでください。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■異常び あるタイヤの使巧禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、下の事態にな D 、 思わめ事故に 
なるおそれびあ0ます。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車び 横すべりする 

♦車の 本来の性能（燃費、車両のま定性、制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のを意 

♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
D 付けてください。 テー) f 一部をが側に 
して取り付けると、ホイールび破損しは 
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要し i (上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ U —スびねじ部 
に付いている場合はふを取ってください。 


A ま意 

■ 走行中に空気漏れが起こつた5 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に対ずるを意 

凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット 


室内か S □ックを解除して、ホンネットを開けまず。 



BT042AH003 


ボンネットオープナーを引< 
ボンネットび少し浮を上びりま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 


白知識 

■バッテリー端子をはずずときは 

バッテ U - 端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかり□ックされていることを確認ください。 

ロックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認ください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにミ主意してください。 

重大な障害を受けるおそれびありを険で 
す。 


A ま意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使巧して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取り付けてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両が損傷したり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

■ FF ( 前輪駆動） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるとをは 

死こまたは重大な傷害のを険性を化下させるために、し:!下のことをお守 D くだ 
さい。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げて<ださい。 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分確認の上、使用する 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガレージ ジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだ〇しない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、 
才ートマチック車はシフトレバーを P 、 マニュアル車はシフトレバーを R に 
する 

♦ガ レージジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ちあげると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 乗員びいるとをは車両を持ちあげない 

♦車両を 持ちあげるとさは、ガレージジャッキの上下にちのを置かない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


む下に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細び不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P . 288 ) 

■ フ□ントのバルブ位置（デイスチャージへッドライト装着車) 



■ フ□ントのバルブ位置（八□ゲンへッドライト装着車) 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 



お手入れのしかた 


20己 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


へッドライト（八□ゲンへッドライト装着車） 



コネクターとゴムカバーを取りは 
ずす 



止め金をはずし、電球を取りはず 
す 


206 



































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ へッドライト（ディスチャージへッドライト装着車の八イビーム) 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフオグライト 



ボルトとク U ップを取りはずし、 
フェンダーライナーをめくる 



ソケットを取0はずず 



電球を取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅打（八□ゲンへッドライト装着車） 

n ソケットを取りはずず 



曰電球を取0はずず 


車幅 I 打（ディスチャージへッドライト装着車） 

n ソケットを取りはずず 



曰電球を取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ント方向指示兼非常点滅 I 灯（八□ゲンへッドライト装着車) 



n ソケットを取りはずず 
曰電球を取0はずず 


■ フ□ントち向指示兼非常点滅な（デイスチャージへッドライト装着車) 



n ソケットを取りはずず 
曰電球を取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


後退打、尾'な、制動'灯、リャ方向指示兼非常点滅な 



BT042AH027 


トランクを開け、ク U ップをはず 
し内張りをはびず 

ク1」ップは中む部を引さ出して□ッ 
クをはずし引を巧をます。 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず 

n U ヤ方向指示兼非常点滅な 
曰制動打/尾灯 
曰後退な 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 番号な 



トランクを開け、ク U ップをはず 
し内張りをはびず 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず 


■ その他の電球 

LU 下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

• へッドライト□-ビーム（ディスチャージへッドライト装着車) 
• サイド方向指示な兼非常点滅な 
♦八イマウントストップライト 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 


■左側のへッドライト、き幅な、フ□ントち向指示兼非常点滅なを交換するときは 

エアク U —ナーダクトの上部の固定ク1」ップをはずしてダクトをはずしてから 
交換します。 

交換後は、必ずエアク1」ーナーダクトをしっかり取り付け上部をク1」ップで固 
定してください。 

♦エアク1」ーナーダクトの上部の取りはずしち 



n ク U ップの中むを押ず 
曰ク U ップを引さ抜く 
且ダクトをはずず 



n ダクトを取0付ける 
曰ク U ップを挿し込む 
且ク U ップの中むを巧ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□ゲンへッドライト装着車のゴムカバーを取り付けるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください。 

n ゴムカバーの外周をしっかりとは 
め込む 

曰ゴムカバー内周（電球周り）を全 
周にわたり電球の金具部分び確認 
できるまで巧し込む。 


■レンズ内の水滴と量り 

し U 下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
参ライト內に水びたまつている 

■ディスチヤージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にちどると再点打します。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消なしてください。消灯直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
り、落下させた D すると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電による重大な傷害の原因となります。 

■デ ィスチャージへッドライトについて 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、おずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点な 中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電による重傷の原因となるこ 
とびあ0ます。 


A ま意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

♦電球び 正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認ください。 

• ドライバーにテーピングをしてからはずしてください。 

ク U ップなどに傷び付<おそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検、交換 


ライトび点灯しないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒュー 
ズ切れが考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

mm " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF (スマート 
エント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジンス 
イッチを "LOCK" (スマートエント U-& スタートシステ 
ム非装着車）にずる 
旧腳2 I ヒュ ーズボックスを開ける 
► エンジンルーム 



ツメを巧しなびら、カバーを持 
ち上げる 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズの配置と負荷 


エンジンルーム 




ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI NO . 2 

10 A 

EFI システム 

2 

EFI NO .1 

10 A 

EFI システム 

3 

H-LP RH Hi 

10 A 

ち側ヘッドライト（八イビーム） 

4 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドライト（八イビーム） 

5 

H-LP RH L 日 

15 A 

ち側へッドライト（□ービーム） 

6 

H-LP LH LO 

15 A 

左側ヘッドライト（□ービーム） 

7 

ETCS 

10 A 

電子制御ス□ットル 

8 

TURN-HAZ 

10 A 

ち向指示な兼非常点滅な 

白 

AM 2 NO . 2 

7.5 A 

パワースイッチ 

10 

AM 2 

30 A 

スマートエント U — &スタートシステ 

ム 

11 

STRG LOCK 

20 A 

ステア IJ ング□ック 

12 

IG 2 N 0.2 

7.5 A 

始動系 

13 

ECU - 臣 2 

10 A 

エアコン、パワーウインドウ 

14 

ECU - 臣 

10 A 

メインボデー ECU 、 木ーター 、 ETC 


hu. 


n の U n 巧 
n6u 0 り U n 巧 U 

n 日：一口 U 口 U 
n 4 u n 9 u 
n3u 

n2u n 8 u n^u 

ni 07〕 n じ u 


\\\ 

\ 

\ 

\ 

\\ 

\\\ 
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\ 
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\\ 
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]□ 

□ 

□[ 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1已 

RAD N 0.1 

1 己 A 

オーディオ、 

ナビゲーションシステム 

1白 

DOME 

10 A 

室内な 

17 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム、 EFIN 0. 1、 E 円 NO . 

2 

18 

HORN 

10 A 

ホーン 

19 

IG 2 

1 己 A 

EFI システム、始動系、スマートエン 

卜 U — &スタートシステム、 IG 2 

N0.2. IGN 、 メーター 

20 

FR DEICER 

20 A 

フ□ントワイパーデアイサー 

21 

PS 巨 

30 A 

プ U クラッシュシートベルト 

22 

IGT/INJ 

15 A 

EFI システム、始動系 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



12 \ 3 4 5 6 7 8 \ 9 \ \ 101112 

lji—iLjljljljljljljljljLjLjljljlj 


nn ロロ n ロロロロロロロロロロ 

13141516171819 20 21 \ 22 23 24 25 26 

LJLJLJLJLJUUUUUULJLJLJLJ 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

TAIL 

10 A 

車幅灯、尾な、ま号な、フ□ントフォ 
グライト、光軸調整スイッチ、メー 
ター照明、 EFI システム 

2 

PANEL 

7.5 A 

スイッチ照明、ーター照明、ステア 

U ングスイッチ 

3 

FR DOOR 

20 A 

パワーゥィンドゥ 

4 

RLDOOR 

20 A 

パワーゥィンドゥ 

己 

RR DOOR 

20 A 

パワーゥィンドゥ 

6 

SUNROOF 

20 A 

未使用 

7 

CIG 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

8 

ACC 

7.5 A 

電動5ラー、ナビゲーシヨンシステ 
ム、シフト□ックシステム、メインボ 
デー ECU、ETC 

白 

MIR HTR 

10 A 

5ラーヒーター 

10 

RR FOG 

7.5 A 

U ヤフォグランプ 

11 

IGN 

7.5 A 

ステア U ング□ック、 SRS エアバッ 
グシステム、メインボデー ECU、EFI 

システム 

12 

METER 

7.5 A 

メーター 

13 

SEAT HTR 

1 己 A 

シートヒーター 

14 

HTR - に 

10 A 

エアコン、 U ヤウインドウデフォツ 

ガー 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

15 

WIPER 

25 A 

フ□ントワイパー 

1 白 

RR WIPER 

15 A 

未使用 

17 

WASHER 

1 己 A 

ウオツシヤー 

18 

ECU-IG NO .1 

10 A 

自動光軸調整システム、メインボデー 
ECU 、 電動パワーステア U ング、電動 
ク ー IJ ングフアン、シフト□ックシス 

テム、 ABS 、 VSC 、 EFI システム 

19 

ECU - I 白 NO . 2 

10 A 

後退灯、オルタネーター、1」ヤウイン 
ドウデフォツガー、エアコン 

20 

〇臣 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

21 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストップライ 
卜、 A 目 S 、 VSC 、 メインボデー 

ECU 、 EFI システム 

22 

DOOR 

25 A 

バワードア□ックシステム 

23 

ACC - 巨 

25 A 

C 1 G、ACC 

24 

4 WD 

7.5 A 

未使用 

2已 

FR FOG 

15 A 

フ□ントフォグライト 

26 

AMI 

7.5 A 

始動系、スマートエント U —&スター 
トシステム 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してもライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P , 204) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリ -か 5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるよ引こ設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量しツ外のヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
• ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

■用意するちの 

♦マイナスドライバー 

♦ルさいマイナスドライバー 

• U チウム電池 CR 1 己32 (スマートエント U -& スタートシステ 
ム装着車)、 CR 2016 (スマートエント U -& スタートシステム 
非装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 

メカニカルキーを抜< 




カノ（一をはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
非装着車） 



カノ（一をはずず 



モジュールを取0出ず 


吕吕4 




















4-2. 簡単な点検-部品交換 


コインを使ってモジュールカ 
ノ（一をはずし消耗した電池を取 
り出ず 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


□知識 

■電池び消耗していると 

し U 下のよラな状態び起こります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池 CR 1 色32 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）、 
CR 201 色（スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

し U 下のことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 

• ドライバーやコインなどにテーピングをしたり巧されをあててからはずして 
<ださい。 

カバーに傷び付 < おそれびあ0ます。 


吕吕6 





現在の 

液量 


BTO43AT077 


I ケーシの使いち 


ウォッシャー液の膜び張っているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの穴部より 
下まわった (LOW の位置まで低下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 


A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、エ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



白知識 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみび付<おそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液の薄め方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割含は、ウオッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 


228 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルターの交換 


エアコンを 快適にお使いいただくために、 エアコン フィルターを定期 
的に交換してください。 


■交換のしかた 

iurn " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF (スマート 
エント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジンス 
イッチを "LOCK" (スマートエント U-& スタートシステ 
ム非装着車）にずる 



グ□ーブボックスを開さダン 
パーステーのピンをはずし、グ 
□ーブボックスを持ち上げ下部 
のツメをはずして取りはずず 



フィルターカバーを取りはずず 


フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換ずる 


け UP」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます。 



























































4-2. 簡単な点検-部品交換 


口知識 
■清掃時期 

1己,000 km[7, 已〇 Okm 《 ] ごと（才ートエアコン装着車） 

■交換時期 

20,000 km[10,000km※] ごと（マニュアルエアコン装着車） 

30,000 km[l 己,000 km ※ ] ごと（才ートエアコン装着車） 

※大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


A ま意 

■エ アコンを使用ずるときのを意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 

■フイ ルターについて 

マニュアルエアコン装着車のフイルターは交換するタイプです。 

水洗いやェアブ□一による清掃はしないでください。 
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トラブルび起をた 5 5 


日-1.まず初めに 

故障したとさは . 232 

非常点滅灯 . 233 

発炎筒 . 234 

けん引について . 236 

イベントデータレコーダー.. 239 

日- 2. 緊急時の対処法 

警告灯びついたとさは . 241 

警告 ><ッ セージび 
表示されたとをは（オプティト 
□ンメーター） . 246 

パンクしたとをは . 2已目 

エンジンび 

かからないとさは . 2目已 

シフト レバーび 

シフトでさないとさは ....... 267 

キーを無< したとをは . 268 

電子キーび正常に働かないとさは 
(スマートエントリ ー Si スタート 

システム装着車） . 269 

バッテリーが 

あびったとさは . 272 

オーバーヒートしたとをは.. 27已 

スタックしたとさは . 277 

車両を緊急停止するには ...... 278 
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己- 1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 



非常点滅灯を点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 
(一 P . 233) 

非常点滅なは、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知日せるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示なを置いて<ださ 
い。（法的にち義務付け日れてい 
ます。） 



緊急を要するとさは発炎筒で合 
図します。（一 P . 234) 
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已 -1 .まず初めに 

非常点滅好 


事故や故障のとさなどにお使いください。 

スイツチを巧すとすべての方向 
指示巧び点滅し、をラー度巧ず 
と消なしまず。 


A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 



トラブルび起さたら 

















































已 -1 .まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約己分でず。非常点滅'灯と併用してお使いください。 




日力手席足元の発炎筒を取り出ず 


本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 


先端のふたを取0、ず0薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 


目知識 — 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期間び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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A 警告 

■発 炎筒が使用でをない場所 

し U 下の場所では、発炎筒を使用しないで <ださい。 

煙で視界び悪くなったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 
■発 炎筒の取り扱いについて 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 







己- 1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 

■けん引する前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡ください。 


• エンジンはかかるび、車び動かない 


• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 



手順 



BT051AH003 


車体に傷がつかないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大をさ： 

0.3 m 平方 （3 日 cm X 3日 cm ) 
政上 
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已 -1 .まず初めに 


けん弓 I される車両のエンジンをかける 
► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

エンジンびかか6ないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセヴ U —モードまたはイグニッション ON モードにします。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

エンジンびかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または 
" ON " にします。 

固画囚けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないようにして 
<ださい。 


白知識 

■寒を地仕様車の固縛用フック （ リヤ） 

緊急用フックとしても使用でをます。 

雪の吹をだまりなどでスタックして走行 
でをなくなったとさに緊急的に他車に 
引っ張り出してもらうとをに使用するも 
のです。他車をけん引することはでをま 
せん。 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使 5 ものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■車両を 運搬ずるとをは 

おず4輪接地または、4輪とち持ち上げた状態で運搬してください。 

駆動装置び焼さ付さを起こした0、車び台車から飛び出ずおそれびあ0まず。また、 
駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬してください。 

■けん 引中の運転について 

• けん弓 I をおこなラとをは細むのま意を払ってください。けん弓 I フックや□ープ 
に過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は避けて<ださい。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦"エンジン スタートストップ"スイッチを OFF (スマートエント U -& ス 
夕ートシステム装着ま)、またはエンジンスイッチを " LOCK " (スマートエ 
ント U -& スタートシステム非装着車）にしないでください。 

八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦けん 引される車は、慎重に運転してください。エンジンび停止しているとブ 
レーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常より重くなります。 


A ミち意 

■車両の 損傷を防ぐために 

• けん弓 I するとをはし U 下のことを必ずお守りください。 

-ワイヤー□-プは使用しない 
-逛 S 30 km/h し U 下、距離80 km し U 内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などに□ープをかけない 

♦この 車で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。駆動系 
部品などに重大な損傷をあたえるおそれびあります。 

■ 長い下り巧でけん弓 I ずるときは 

レッカー車でけん引してください。レッカー車でけん引しないと、ブレーキび 
過熱し効をび悪くなるおそれびあります。 
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已 -1 .まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピューターを搭載して 
いまず。このコンピュータは、システムび正常に作動していることを 
診断ずるとともに、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記 
録をずるイベントデータレコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


f 記録ずるデ-夕 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
参目力手席乗員のち無 

• 運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着の有無 
• 運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 
(車種等により記録されるデータは異なりまず。） 
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己- 1 .まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
をじ[下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

• 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理をおこなラなどの使用ちや車び特定されないよラに加 
ェしたデータを研究機関などに提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


警告'灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いてじ TF のように 
ご対処ください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


| r こだちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ[下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告打 

警告灯名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）& 

-ブレーキ液の不足 

パーキングブレーキび解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消灯すれば正常です。 


※バーキングブレーキ未解除走行時警告ブヴー： 

バーキングブレーキを解除しないまま車を発造させ、車まび1 Okm / h し：■(上になると、 
警告ブヴーび鳴ります。 

警告ブヴーび鳴つたとをは、ノ f ーキングプレーキを解除してください。 


I "ただちに停車してください。 

じ[下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険をおくおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに点検を受けてください。 

LU 下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電モ制御システムの異常 
•電モ制御ス□ットルの異常 

•オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


胸) 


ABS & ブレーキアシスト警告巧 （ VSC 装着車） 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


ABS 警告な （ VSC 非装着車） 

- ABS の異常 


@! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクト U ックパワーステアリング）の異常 


PCS 


PCS 警告巧* 

プ U クラッシュセーフテイシステムの異常 

システムの異常時故外にち、警告灯び次のよラに作動します。 

-システムの作動時には、速い点滅でお知らせします。 

(^ P . 14 目） 

. プ U クラッシュブレーキを OFF にすると点滅します。 

(^ P . 14 日） 

-システムび一時的に使用でをないとさに点滅します。 

(^ P . 2 已 0) 




デイスチャージヘッドライト 
オートレべリング警告む* 

-自動光軸調整システムの異常 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告打 

警告な名-警告内容 


CRUISE 

(点滅） 


レータークルーズコント□—ル 表示巧* 

. レーダー クルーズコント□ールシステムの異常 


[ただちに処置して < ださい。 

LU 下の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告巧び消なずるの 
を確認してください。 


警告な 

警告な名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に閉 
まつていない 

全ドアを閉める 

(夕 

〇 

コメータ 
装着き） 

1 — 

燃料残量警告口 

燃料の残量旧 Ll^TF) 

燃料を補給 

(夕 

具 

曲 

コメータ 
隱着車; 

1 — 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルびおさたら 







































5-2. 緊急時の対処法 


警告打 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


を . PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


么 


マスターウオーニング* 

システムの異常時にブヴーと 
とわに点灯-点滅しマルチイ 
ンフオ ーシ ヨン デイスプレ 
イ上に警告 ッ セージを表示 
します。 

一 P . 24色 


&運転席-助手席シートベルト非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車まび約20 km/h 上になると警告ブ 
ヴーび30秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音び変わり90秒間鳴ります。 

曰知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいな<てち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告なび点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび柔員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 


LU 下の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告巧び消なずるの 
を確認してください。 


車内 

乾化 
言 口 

ブヴー 

車外 

乾化 
言 口 

ブヴー 

警告灯 

警告内容 

対処ち法 

1回 

なし 

(8 

— U ) 

秒間点火 

J ) 

電モキーを携帯してい 
ない状態でエンジンを 
かけよラとした 

電子キーを携帯する 

1回 

3回 


- k 


電モキーを携帯してい 
ない状態かつ"エンジ 
ンスタートストップ" 
スイッチが日 FF 政外 
の状態で運転席1；(外の 
ドアが開閉された 

電子キーを携帯する 

1回 

3回 

(才 

— U ) 

ートマブ 
ク車） 

-ッ 

電モキーを携帯してい 
ない状態かつシフトレ 
バーび P の状態で、 

" エンジンスタート 
ストップ"スイッチを 
OFF にせずに運転席ド 
アび開閉された 

" エンジンスタート 

ストップ’’スイッチ 
を OFF にする 

または 

電子キーを携帯する 

連続 

連続 

(才 

— U ) 

ートマブ 
ク車） 

-ッ 

電テキーを携帯してい 
ないが態かつシフトレ 
バーび P し U 外の状態で 
" エンジンスタート 
ストップ"スイッチを 
OFF にせずに運転席ド 

アび開閉された 

シフトレバーをドに 

する 

または 

電子キーを携帯する 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告メッセージび表示されたとをは（オプテイト□ンメーター) 


マルチインフォメーシヨンディスプレイに警告メッセージび表示さ 
れた場合は、落ち着いてむ下のようにご対処ください。 



n マスターウオーニングライト 
マルチインフ オメーシヨ ンデ ィス 
プレイに警告メッセージび表おさ 
れているとを点な-点滅します。 

曰マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ 


処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 


(ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

じ(下の警告は、ブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただ 
ちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して<ださい。 


警告 少ッ セージ 

警告内容 


ブレーキ 液の不足 
ブレーキ 倍力装置系統の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 

I 。; 謂 かがが 1 

么 
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5-2. 緊急時の対処法 


ただちに停車して < ださい。 


LU 下の警告は、お車への損傷や思わめ危険を招くおそれびあることを意 
味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して<だ 
さし、。 


警告メッセージ 


警告内容 


12:00。 

^エンジン 

23 T 

^油圧不足 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力び異常にほいと警告ブヴーび鳴り 
ます。 


么 


12:00 充電禹 
23て チェ ジジ 


巧電系統の異常 

警告ブヴーが鳴ります。 


么 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに点検を受けてください。 

LU 下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告メッセージ 


警告内容 


12:00ぉアリ：/ヴ□、ンウ 
23 X お謡 


ステアリング□ツクシステムの異常 


么 


12:00 
23て 


A 目 S チ王がク 


ABS / ブレーキアシストの異常 

警告ブヴーが鳴ります。 


么 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー付シートベルトシ 
ステムの異常 

警告 ブザーび 鳴ります。 


ルル wsnjiiia 
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5-2. 緊急時の対処法 


12:00ウル- 

23て う 


CRUISE ( 肝、滅 ) 


么 


レーダー クルーズコント □ー ルシステム*の異常 

安全な場所にお車を停め、エンジンを再度かけなおして 
レーダークルーズコント□ールシステムを再セツトして 
<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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警告メッセージ 


警告内容 


12:00 

エンジン 

23 T 

チェジぅ 


么 


エンジン電子制御システム、電モ制御ス□ットル、 

才ートマチックトランス S ッシヨン電子制御システム* 
の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


12:00 
23て 




TRC 、 VSC # の異常 

警告ブヴーが鳴ります。 


么 


12:00 PCS 

C 3。广ソス了ムすェ、巧 


PCS 


么 


PCS (プリクラッシュセーフティシステム） * の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


トラブルびおさたら 





































5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに処置して < ださい。 

LU 下の警告はそれぞれの巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消 
灯ずるのを確認してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 



么 


各ドアび確実に閉まってい 
ない 

開いてるドアび表示され 
ます。 


各ドアを閉める 


12:00 

23 T 


トランクび確実に閉まって 
いない 


トランクを閉める 


么 


12:0。パ-キン別- 
23てホ臟 


么 


パーキングブレーキをかけ 
たまま、車速び10 km/h 
を超えた 

警告ブヴーび鳴ります。 


パーキングブレーキを解除 
する 


12:00 PCS 現を博用 
2つて できません 


PCS 


(点滅） 


PCS (プリクラッシュ 
セーフテイシステム）*び 
現在機能していない 

ブヴーび鳴ります。 


グ1」ルまたはセンサーの巧 
れを取 D のぞ< 

プ U クラッシュセーフテイ 
システムび熱くなると点な 
します。この場合はシステ 
ムび通常温度になるまでし 
ばらくお待ちください。 


2已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



































5-2. 緊急時の対処法 


12:00 

RADAR 

23 TB 

B 100 km/h 


(点滅） 


么 


(レーダークルーズコント 
□-ル*の車間制御中）衝 
突のを険性びある 

警告ブヴーび鳴ります。 


ブレーキを踏む 


12:00 
23て 


ブレーキ 


プリクラッシュブレーキ* 
び作動していることを示ず 


ブレーキで減速する 


PCS 


(速い点滅） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

2已1 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


12:00 
23て 


レ-ザ-;ちれ 
清掃ぶ項 


CRUISE ( 厅、減 ) 


么 


レータークルーズコント 
□—ル*のセンサー部分の 
巧れ、氷などの付着 

警告ブヴーび鳴ります。 


ミちれおよび氷などを取りの 
ぞ< 


12:00 

悪天候クルーぶ 

23 T 

できません 


CRUISE ( 好、；威 ) 


么 


レーダークルーズコント 
□ール*のま間制御の測定 
不可 

警告ブザーび鳴ります。 


ワイパーを止めるか低速作 
動にかえる 


トラブルびおさたら 






































5-2. 緊急時の対処法 


警告^ッセージ 

警告内容 

対処ち法 


燃料の不足 

警告ブヴーが鳴ります。 

燃料残量を点検し、燃料を 
補給する 

asp ボタンを長押しす 
ることで、表示を消すこ 
とびでをます。 

|12：00給油して ■ 
■ 23で下さい ■ 

么 


曰知識 

■ レーダークルーズコント□ールの車間制御中の警告表示について 

車間距離び短<てち、し U 下のよラな場合は警告メッセージび表示されないおそ 
れびあ0ます。 

♦先行まと自車の車速び同じか先行車のちび速いとを 
♦先行車び非常にゆっくりした車のとを 
♦速度を設定した直後 
♦アクセルび踏まれたとを 


2已2 















5-2. 緊急時の対処法 


ただちに姐置してください （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 


それぞれの対処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確 
認して < ださい。 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

警告 警告メッセージ 
ブヴ_ 


警告内容 


対処方ま 


12:00 _| •キー がを つ 
2 3て ■ か抽せん 


1回 


なし 


(8 砂間点な） 


么 


12：00 - I •キーがるつ 
2 3て ■ かりません 


么 


電子 キーを 携帯し 
ていない状態でェ 
ンジンをかけよラ 
とした 


電モ キーを 携帯し 
ていない状態かつ、 
" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチび OFF 1；( 
がの状態で運転席 
外のドアび開閉 
された 


電子 キーを 携帯す 
る 


電子 キーを 携帯す 
る 


1回 


3回 


12：00 - I •キーがるつ 
2 3て ■ かりません 


么 


けートマチック車） 


電モ キーを 携帯し 
ていない状態かつ、 
シフトレバーび P 
の状態で、"エン 
ジン スター トス 
トップ"スイッチ 
を OFF にせずに 
運転席ドアび開閉 
された 


" エンジン スター 
ト ストップ’’ ス 
イッチを OFF に 
する 
または 

電子 キーを 携帯す 
る 


2已3 


トラブルびおさたら 
































5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

お化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


連続音連続音 


12:00 

23 T 

P レン y じ 
又れて下さい 


12:00 
23 X 



(オートマチック車) 
(交互に表示） 


么 


電モキーを携帯し 
ていない状態かつ、 
シフトレバーが P 
し U 外の状態で、 

" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチを日 FF に 
せずに運転席ドア 
が開閉された 


•シフトレバーを 
P にする 
• 電子 キーを 携帯 
する 


1回 なし 


12:00キ-バッ刊 
23て残りねすか 


么 


電子キーの電池残 
量び少ない 


新しい電池と交換 
する 0 

(^P. 223) 


1回 なし 


12:00お動時は;？レ-キ 
23 °C を四んで下さい 


么 


" エンジンスター 
ト ストップ" ス 
イッチび OFF の 
状態でいずれかの 
ドアを開閉してか 
らエンジンをかけ 
ずに"エンジン 
スタートストッ 
プ"スイッチをア 
クセヴ U —モード 
に2回した 


ブレーキを踏んで 
" エンジンスター 
ト ストップ’’ ス 
イッチを押す 


2已4 






























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言 口 

ブヴー 

車が 

お化 
言 口 

ブヴー 

警告メッセージ 

警告内容 

対処方法 

なし 

なし 


" エンジンスター 

ト ストップ" ス 
イッチを押してか 
ら約 3 砂し:!内にス 
テア IJ ングロック 

び解除でさなかつ 
た 

ブレーキを踏んで 
八ンドルを左ちに 
まわしなびら"エ 
ンジンスタート 
ストップ’’スイッ 
チを押す 

1 12:0 日お巧:/ヴ□。ウ 1 
1 23 てホ解除 1 

么 

















5-2. 緊急時の対処法 

八ンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 197をご覽ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固く平日な場所に移動ずる 
• パーキングブレーキをかける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを R に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■ 工具とジヤツキ位置 



2已6 









































5-2. 緊急時の対処法 


応急用タイヤの取り出し方 



止め具をはずし、タイヤを取り出 
す 


パンクしたタイヤの交換 



輪止め X ’をずる 


バンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪うしろ 

ち側 

左側後輪ラしろ 

を輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


S 輪止めはトヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 



ホイールキャップをはずず^ 
* スチールホイール のみ 


2已7 


トラブルびおさたら 



















































5-2. 緊急時の対処法 



ナツトを少し（約1回転）緩める 




BTO52AH016 


ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャツキ溝をジャッキセット位置 
にしつか0かける 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にする。 


2已8 




























5-2. 緊急時の対処法 


タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトび緩み、タイヤびはずれる 
おそれびあります。 


M 习 タイヤを取りがけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 

► スチールホイールか日スチールホイールにかえるとを（応急用タイヤ 
を含む） 


ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 



アルミホイールか日応急用タイヤにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 


2已9 


トラブルびおさたら 































5-2. 緊急時の対処法 


► アルミホイールからアルミホイールにかえるとき 



BT052AH020 


ナツトの座金がホイールにあたる 
まで仮締めする。 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
か0締めつける 

締めつけトルク： 

103 N • m (1 日已0 k 昼 f ■ cm ) 



ホイールキャップを取り付ける* 
タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取り付ける。 

* スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはでさません） 
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5-2. 緊急時の対処法 


医团1固ずベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 

白知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 288) 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ D ます。 

1；(下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずしし U がの目的で使 
用しない 

♦備えつ けのジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を柔せたまままを持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にちのをのせない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし iU; に上げない 
♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ミ主意してくださ 
い。 
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トラブルびおさたら 









5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、し i (下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N-m (10 已〇 kgf . cm ) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボルト やナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

♦ナットを 取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける（一 P . 
199 ) 

上記のことを守らないとナットび緩み、ホイールびはずれ落ち、死 t や重症を 
負ラ事故につなびるおそれびあります。 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専用になっているため、他のまには使用しないでください 
♦同時に 2つし U 上のスペアタイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換<ださい 
♦急 加を、急ブレーキ、急減ま、急旋回はお避け<ださい 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km / h し U 上の速度で走行しないでく 
ださい。 

庇急用タイヤは、高ま走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあ0ます。 

参 ABS 

♦ブレーキ アシスト 

• VSC * 

•TRC * 

♦レーダー クルーズコントロール* 

♦プ U クラッシュセーフテイーシステム* 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

♦バック ガイドモニター* 

♦インテリ ジェントノキングアシスト* 

♦ NAVI ' AI - SHIFT * 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4 WD システム* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルびおさたら 







5-2. 緊急時の対処法 


A ま意 

■パンクした ままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び低 < なっています。段 
差を柔り越えるとさはごミ主意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当たり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びバンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪につけてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 93, 97) にしたびってち、エンジン 
がかか5ないとさは、じ(下のことをご確認ください。 

■ スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか5ない 
お n 

LU 下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 日3, 97) にしたびって、エンジンをか 
けて < ださい。 

• エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
ます。 

(一 P . 61) 

■ スターターが ゆっくりまわる/室内 I 灯- へッ ドライトが暗い 
/ホーンの音がルさい、または鳴らない場台 

LU 下の原因び考え日れまず。 

• バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 272) 

♦バッテ U —のター S ナルび緩んでいる可能性びありまず。 

■ スターターがまわ！5ない/室内な- へッ ドライトが点!口しな 
い/ホーンが鳴らない場合 

LU 下の原因び考え日れまず。 

♦ ノ（ッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

• バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 272) 

• ステア U ング□ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびわか6ないとを、あるいは処置をしてちエンジンびかからな 
いときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルびおさたら 




5-2. 緊急時の対処法 


I 緊急時エンジン始動 （ スマートエントリ ー S スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、じ(下の手順で 
エンジンび始動ずる場合びありまず。累急時じ(外は、この方法で始動さ 
せないで < ださい。 

► オートマチック車 

1111 でパーキングブレーキをかける 

柜 311121 シフトレバーを P に入れる 

固画回"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
にずる 

固画囚ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約1已砂間"エンジン 
スタートストップ"スイッチを巧し続ける 
► マニュアル車 

固圆1で正しい運転姿勢（一 P . 日 2) びとれるよラにシートの位置を調整 
し、ペダルの各位置を確認ずる 
固 画 1司パーキングブレーキをかける 
IE 311131 シフトレバーを N に入れる 

IHMI 4 1 " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
にずる 

HHE クラッチペダルとブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約 1 已 
秒間"エンジンスタートストップ"スイッチを押し続ける 
上記の手順にしたびいエンジンび始動でさてち、システムび故障してい 
るおそれびありまず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレバーびシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーびシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ TF の方法でシフトレパーをシフトずる 
ことびでさまず。 

legal 1 1 パーキングブレーキをかける 

固画回"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モー 
ド（スマートエント U -& スタートシステム装着車)、または 
エンジンスイッチを " ACC " (スマートエント U -& スター 
トシステム非装着車） にずる 


シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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IHMI 3 1 ブレーキペダルを踏む 



トラブルびおさたら 

















5-2. 緊急時の対処法 

キーを巧くしたとをは 


キーナンパー プ レー トに巧刻され たキーナンパーと 残りの キーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができまず。 

(一 P .18) 







己- 2. 緊急時の対処法 

電モキーび正甫に画かないとまは（ス7-トエントリ ー S スタートシステム装着ま) 


電子キーと車両間の通信がさまたげ5れたり（一 P . 28)、電子キーの 
電池び切れたとさは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使巧できなくなりまず。このよラな場合、じ TF の手 
順でドアを開けたり、エンジンを始動ずることびできまず。 


ドアの解綻-砲綻 



メカニカルキー（一 P . 1 8) を使つ 
てドアを解綻-施錠ずる 

n 全ドア施綻 
曰全ドア解錠 


モードの切りかえ、エンジン始動の方法 


► オートマチック車 

固圆 m シフトレバーび P の状態でブレーキペダルを踏む。 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
タートシステムび"エンジンスター 
トストップ"スイッチにふれた電子 
キーを正し < 検知でをず警告音び鳴 
ります。 
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トラブルびおさたら 






























5-2. 緊急時の対処法 


固画回モードの切りかえ：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、ブレーキ 
ペダルから足を離して"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを巧します。"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
ごとにモードび切りかわりまず。レ P . 日 3) 

エンジン始動：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、ブレーキぺダ 
ルをしっかり踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを巧します。 

► マニュアル車 

固画田シフトレバーび N の状態でクラッチペダルとブレーキペダルを 
踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
エンジンスイッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
タートシステムび"エンジンスター 
トストップ"スイッチにふれた電子 
キーを正し < 検知でをず警告音び鳴 
ります。 


固画司モードの切りかえ：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、クラッチ 
ペダルとブレーキペダルから足を離して"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを巧しまず。"エンジンスタートストップ" 
スイッチを巧すごとにモードび切りかわりまず。（一 P . 93) 
エンジン始動：ブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、クラッチぺダ 
ルとブレーキペダルをしっかり踏み込んで"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを巧しまず。 

前頁や上記の処置をしてち作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡して 
<ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■エンジン停止のしかた 

a 常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして‘‘エンジンス 
タートストップ"スイッチを押します。（オートマチック車） 

■電池交換について 

前頁のエンジン始動のち法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をお勧めします。（一 P . 223) 






5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、じ(下の手順でエンジンを始動ずることび 
でさまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテ U —付救援車びあれば、 LU 下の 
手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 



バッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを次の順 
につなぐ 


n ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 
曰赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のパ' ッテ U — 
の+端テにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端テにつな 
ぐ 

Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —か日離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
固画互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

固画回スマートエント U -& スタートシステム装着車は、 " エンジン 
スタートストップ"スイツチび OFF の状態でいずれかのド 
アを開閉する 
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5-2. 緊急時の対処法 


固画]互救援車のエンジン回転を維持したまま、なの操作をしてから 
自車のエンジンをかける 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをいったんイグニッション 
□ N モードにします。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチをいったん " ON " にします。 

固画互自車のエンジンび始動した日、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


白知識 

■バッテリーがあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやエアコンの電源を切って<ださ 
し、。 

♦渋滞などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの充電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ1」一は走行中に自動で充電されます） 
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トラブルびおさたら 









5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッテリーの 引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、しツ下のよラに火や火花び発生するよラなことをしないでください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所しツ外に誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは" +" と"一"の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、しツ下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U - を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 巧服 • 車体 
につかないよラにする 

♦バッ テ U - に寄りかかったりしない 

♦誤って バッテ1」一液び身体についたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の診断を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
• おテさまをバッテ U —に近づけない 


A 迁意 

■ブー スターヶーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
卷さ込まれないよラに十分ミ主意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

才一 A —ヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 

固画の車を安全な場所に止め、エアコンを止める 
固画互エンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

エンジンを止める。蒸気び出な<なった5、注意してボン 
ネットを開け、エンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
固画回ラジエーターを却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってさてか b エンジンを止める 
フアンび作動していない場合： 

トヨタ販売店に連絡ずる 

エンジンび十分に;ちえてか日、 
を却水の量やラジエーターコア 
部（放熱部）のを却水漏れを点 
検する 


を却水び不足している場合は、 
を却水を補給ずる 

をま P 水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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トラブルびおさたら 














































5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■才ーバーヒートとは 

li (下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び低下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 



A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負5おそれびあ0ます。 

♦エンジン 及び ラジエーターび 熱いラちは ラジエーター キャップを開けないで 
<ださい。 

高温の蒸気やを却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負ラおそれ 
びあ0ます。 


A ま意 

■ を却水を入れるときのま意 

エンジンび十分にをえてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水をいれると、エンジンび損傷するおそ 
れびあ0ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空おしたり埋まり込んで動けな 
くなったとさはむ下の方法で脱出してください。 

固] m ] エンジンを停止ずる 

バー キング ブレーキを かけシフト レバーをオー トマチック車は P 、 マニ ュ 
アル車は N にしてください。 

I mm 21 タイヤの前後の.±.や雪を取0除< 

固画 回タイヤの下に木や石をあてびラ 
[ HH 互エンジンを再始動ずる 

屋 M 司シフトレバーをオートマチック車は D または R 、 マニュアル 
車は1または R に確実に入れ、パーキングブレーキを解除し 
て注意しなびらアクセ J レを踏む 


A 警告 

■脱出ず るときの警告 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後方に飛び出すおそれびあります 
ので、特に注意してください。 

■シフト レバーを操作ずるときは（才ートマチック車） 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ トランス5ッシヨンやその他の部品への損傷をさけるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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トラブルびおさたら 










5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止まらな<なったとさの非常時のみ、 JiTF の手順で車両を 
停止させて < ださい。 

Mm ブレーキぺダ j レを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び化要 
となり、制動距離ち長くなります。 

屋团 H 司シフトレバーを N に入れる。 

► シフトレバーび N に入った場合 

图11司減速後、車を安全な道路協に停める。 

居面函互エンジンを停止ずる。 

► シフトレバーび N に入日ない場合 

MI 3] ブ レーキぺダ j レを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 

スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC " にして、ェ 
ンジンを停止ずる。 




スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを3 
秒じ(上巧し続けてエンジンを停 
止する。 


固画回車を安全な道路協に停める。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るとさは 

♦ブレーキの 効をび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコントロール 
びしにくくなりを険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてく 
ださい。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルび 
□ックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 







5-2. 緊急時の対処法 
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車両の仕様 
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6-1. 仕様一覧 

><ンテナンスデータ 
(油脂類の容量と銘柄） ....... 282 

目- 2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 290 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の容量と銘柄） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正油脂 L ソ外を使用される場合は、それぞれの油脂に 
ホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


1 燃料 


銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

已〇 
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I エンジンオイル 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値） 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 0 W -2 が 

—API SM ， EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 5 W -30 

— API SM , EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 1 0 W -30 

— API SM ， EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル 

SL 5 W -20 

—— API S し EC，SAE 5 W -20 

トヨタ純正モーターオイル 

SL 1 0 W -30 

— A 円 S し EC SAE 1 0 W -30 

1 NZ-FE 

3.4 

3.7 

2 ZR-FAE 

3.9 

4.2 


^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 
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6-1 .仕様一! 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SM/EC, SL/EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIF に ATION (イルサツ 
ク認証）マークびついていまず。 



□ API マーク 

且 ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



く, 

SAE 0W-20 ( 推裝产 〉 

1 1 1 1 1 Ik 

SAE 5W-20 > 

1111： 

SAE 5W-30 > 



1 1 1 1 じ 

SAE 10W-30 > 

1 1 1 1 1 1 

-30 -20 -10 0 10 20 30 40 

ITIOIL02 


* 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 
オイル粘度について： 


• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 
W の前の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易にな 
りまず。 


• 0W-20 の 20 は、オイル粘度の硬さをおしていまず。 
粘度の高いオイルは高速または重負荷走行に適していまず。 
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才ートマチックトランスミッション 


i 容量は参考値です。交換び化要な際はトヨタ販売店にご相談 < ださし)。 


マニュアルトランスミッション 


銘柄 

容量 [ L ] 

(参考値） 

トヨタ純正 M 白ギヤオイルスペシャル n 
(API GL -3 SAE 7 己 W - 90) 

1.9 


ソ王—夕— 


銘柄 

エンジン 

駆動方式 

容量 [ L ] 
暖考値^ 


1 NZ-FE 

FF (前輪駆動） 

8.09 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

4 WD (4 輪駆動） 

7.98 

2 ZR-FAE 

FF (前輪駆動） 

8.1 1 


4 WD (4 輪駆動） 

7.98 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
慘荀直） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度300/〇 -12 て： 

濃度日0% -3 己て： 

1 NZ-FE 
(オートマチッ 
ク車） 

己.8 

1 NZ-FE 

(マこユアル車） 

己.巨 

2 ZR-FAE 

己.目 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 
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I リヤデイファレンシャル （4 WD 車のみ) 


銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
( A 円 GL - 己 SAE 85 W - 90) 

日.己 


[トランスファー （4 WD 車のみ) 


銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正ギヤオイルスーパー 
(API GL - 己 SAE 75 W - 90) 

日.9 


I ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正フレーキフルード 2500 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

おび 

1〜巨 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

已 OUUi 


&エンジン回転時に490 N に0 kgf ) の踏力をかけたとさの床板とのすさ間の最ル値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力200 N に0.4 k 巨りのときのノッチ X ’数 

目〜目 


& ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"といラ音)のことです。 
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V リブドベルト 


項目 


エンジン 

基準値 [ mm ] 

1 NZ-FE 

12.己〜13.己 

2 ZR-FAE 

7.目〜10 


たねみ量 



クラッチ 


クラッチフルード 


銘柄 


トヨタ純正フレーキフルード 2500 H 


クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

己〜1己 

切れたとさの床板とのすを間* 

2已じ(上 


S クラッチび切れた位置からクラッチペダルを巧いつぱいまで踏み込んだ位置までの動 
を量 


ウオツシャー 


容量 [ L ] 暖考値） 


2.5 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 
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6-1 .仕様一! 


(タイヤ 


タイヤサイズ 

ホイール 

サイズ 

タイヤが冷えているとをの 
空気圧 

kPa ( k 旨/ cm う 

前輪 後輪 

標準 

タイヤ 

18己/6己 R 1 己 88 S 

15 X 6」 

240 (2.4) 

1吕己/6己 R 1 已吕 1 S 

210 (2.1) 

スペア 

タイヤ 

T 125/70 D 16 96 M 

16 X 4 T 

420 (4.2) 

T 135/80 D 16 101 M 


[電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト（ディスチャージへッドライト装着車） 



八イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

60 


□-ビーム（ディスチャージへッドライト： D 4 S ) 

吕已 


へッドライト（八□ゲンへッドライト装着車） 

□ービーム/八イビーム（バルブタイプ： H 4) 

已已/60 


車幅な 

己 

車外 

フ□ントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

己已 


フ□ント方向指示兼非常点滅な 

21 


サイドち向指示兼非常点滅灯 
(フェンダー部装着ま） 

己 


サイドち向指示兼非常点滅な 
( ドア5ラー部装着車） 

LED * 


U ヤち向指示兼非常点滅灯 

21 


制動な&尾な 

21/己 


& LED li . Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































電球 

W (ワット）数 

車外 

後退打 

16 

八イマウントストツプライト 

LED * 

番号な 

己 

車内 

ルーム ライト 

8 

パーソナル ライト* 

8 

ラ ゲージルーム ライト 

3.8 


《 LED li . Light Emitting Diodes (発光グイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動ち式 

NZE 141 

1 NZ-FE 
(1.己1_ガソ1」ン） 

FF (前輪駆動） 

NZE 144 

4 WD (4 輪駆動） 

ZRE 142 

2 ZR-FAE 

(1.8 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

ZRE 144 

4 WD (4 輪駆動） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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車両の仕様 
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6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覧 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびでさま 
ず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定が変わるちのちあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い含わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 

UP . 20) 

スマートエント U —&ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 

UP . 29) 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとさの自動施錠までの時 
間 

3 日 秒 

6 日 秒 

12 日 秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U — Si スター 
トシステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント IJ -& スタートシ 

ステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

ライト自動点 
口 -消なシステ 
ム 

UP . 125) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル]〜已 

ライトを点灯するまでの 
時間 

標準 

長め 
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6-2 .カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イル5 ネーシヨ 

ン 

UP . 171) 

消なまでの時間 

1已秒 

7. 已砂 

30秒 

解錠時の作動 

あ 0 

なし 

エンジンスイッチ日 FF 後 
の作動 

あ 0 

なし 
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さくいん 


略語一覧 . 294 

五十音順さくいん . 29已 

症状別さくいん . 303 
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將 i 五_曽 

アルファべット略語一質 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A 巨 S 

アンチロックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

DISP 

ディスプレイ 

ECO 

エ コノー—/ エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコン ト □—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

INT 

インター5ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

PCS 

プ U クラッシュセーフティシステム 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ1」ティコント□-ル 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 185 

アクセサリーソケット . 184 

アンチ□ックブレーキシステム 
(A 巨 S ). 143 

0イグニッションスイッチ . 93,97 

イベントデータレコーター . 239 

移動式灰皿 . 183 

イル S ネーテッドエントリー 

システム . 172 

インナー S ラー . 已〇 

ち ウインカ-(方向指示灯） 

W 数 . 288 

スイッチ . 106 

電球の交換.. ... 210, 211 

ウインドウ 

ウォツシャー..…… . 130 

パワーウインドウ . 已4 

ウインドウ□ックスイッチ . 已4 

ウォーニングライト（警告灯）…241 

ウォツシャー 

ミ夜の補給 . 227 

スイッチ . 130 

タンク容量 . 287 

冬の前の準備-点検….. . ] 已2 

運転 

寒;令時の運転 .] 已2 

正しい姿勢……. . 62 

手順 . 82 

運転席シートベルト 
非着巧警告灯 . 244 


巧 ェァコン 


エアコンフィルターの交換…ぶ2日 

オートエアコン…… . 161 

マニュアルエアコン . 1已目 

エァバッグ . 64 

一般的な警吉 . 69 

お子さまのためのを意 . 69 

力ーテンシールドエアバッグに 

関する警吉 . 70 

力ーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 6已 

改造 -分解 . 72 

警告灯..… ... 242 

サイドエアバッグに 

関する警告 ... 70 

サイドエアバッグの 

作動条件 ..... 目曰 

作動条件 ... 目曰 

正しい姿勢 . 62 

配置 . 64 

エレクトリックパワー 

ステアリング ( EPS ). 143 

エンジン 

イグニッションスイッチ.…曰3,97 
エンジン回転計 

(タコ方ータ ー）. 109.1 11 

エンジンびかからない.. . 265 

エンジン警告丹..……… . 242 

エンジンスイッチ . 曰3,97 

オーバーヒート…… . 27已 

わ、け方 . 白3,曰7 

ボンネット . 200 

エンジンイモビライザー 

システム . 61 

エンジンオイル 

冬の前の準備•点検 . 152 

容量 . 283 


29已 






















































五十音順さ < いん 


巧 応急用タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 288 

スペアタイヤ… . 2已目 

オートエアコン . 1曰1 

オートマチックトランスミッション 
(A/T) 

オートマチックトランス 

ミッション . 100 

7速スポーツシーケンシャル 

シフトマチックモード . 102 

シフトレバーび 

シフトでさない . 267 

才ートレべ U ングシステム.…127 

オーバーヒート（エンジン） ....... 27己 

オープナー 

給油 a.............. 57 

トランク..……. . 3已 

ボンネット . 200 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 已4 

エアバッグに関する警告 . 69 

お子さまのシートベルト 

着用 . 47 

シートベルトに関する警告 ....... 47 

チャイルドシート . 73 

チャイルドシートの固定 ........ ...73 

チャイルドプ□テクター. . 34 

電子キーの電池に関する 

警告……….. . 22己 

トランクに関する警告 ..... ..........37 

バッテ U —に関する警告 ........ 274 

パワーウインドウに 

関ずる警告 . 已目 

オドメーター（積算距離計） 
. 109,1 11.112 

巧 力-テンシ-ルにアバツグ ........ 64 

2白色 


が気温表示 . 119，122 

カスタマイズ機能 . 290 

ガソリンスタンドでの情報 . 308 

カップホルター . 177 

ガレージジャッキ . 202 

曰キ 


エンジンスイッチ . 93.97 

キー . 18 

キーナンバー . 18 

キーレスエント U — 

(ワイヤレスドア□ック） ........ 29 

キーを無くした..…. . 268 

電モキー ... 18 

電子キーの電池び切れた ........ 2目曰 

マスターキー . 18 

方カニカルキー . 18 

給油 □. 57 

緊急時の対処 
イベントデータ 

レコーダー . 239 

エンジンびかからない . 2目已 

オーバーヒートした . 27已 

キーを無くした ... 268 

警告好びついた..……… . 241 

警告;><ッセージび 

表示された . 246 

けん弓!.…. ... 236 

故障したとさは . 232 

シフトレバーび 

シフトでをない . 267 

車両を緊急停止ずる . 278 

スタックした . 277 

電子キーの電池び切れた ........ 269 

発炎筒 . 234 

バッテ U —びあびった . 272 

パンクした . 256 



























































五十音順さ < いん 


Q 空気圧（タイヤ） . 288 

区間距離計（トリップメーター） 
. 109,1 11.112 


クルーズコント□ール 

レーダークルーズ 
コント□—ル . 132 

グ□ーブボックス . 174 

ra 計器（メ-夕-) 

メーター . 109 

警告灯 

SRS エアバッグ . 242 

アンチ□ックブレーキ 

システム （A 巨 S). 242 

エンジン . 242 

シートベルト非着用 . 244 

充電..… . 241 

スマートエントリ ー& 

スタートシステム . 24已 

ディスチャージへッドライト 

才ートレべ U ング . 242 

燃料残量 . 243 

パワーステアリング . 242 

半ドア . 243 

プリクラッシュセーフティ 

システム (PCS). 242 

プリテンシヨナー . 242 

ブレーキ . 241 

ブレーキアシスト………… ....... 242 

マスターウォーニング… . 244 

油圧….. . 241 


警告表示 

SRS エアバッグ..……. ..248 

アンチ□ックブレーキシステム 

(ABS). . .. 248 

エンジンオイル圧力..… . 247 

エンジンシステム . 249 

充電系統 . 247 

ステア U ング□ック . 248 

スマートエント U —& 

スタートシステム . 253 

ドア . 2已〇 

トランク . 250 

燃料残量. . 2已2 

パーキングブレーキ . 250 

ビークルスタビ U ティ 

コント□-ル (VSC). 24曰 

プ U クラッシュセーフティ 
システム ( PCS)........ 24白,2已〇 

ブレーキ . 24目 

レーダークルーズ 

コント□-ル . 24目，2已] 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 244 

ブレーキ . 241 

化粧巧（バニティ）ミラー . 182 

けん引 . 236 

与交換 

キーの電池 . 223 

タイヤ . 2已目 

電球 . 204 

ヒューズ . 216 

工具（ツール） . 吕日日 
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五十音順さ < いん 


後退灯（バックアップライト） 

W 数 . 

28曰 


室内灯（ルームライト） 

W 数 . 

?只9 

電球の交換 . 

211 


スイッチ . 

17? 

か物入れ . 

179 


シフトレバー(チェンジレバー) 


コンソールボックス . 

17己 


オートマチックトランス 


つンライト 



三 ッシヨン . 

100 

(自動点打-消灯装置） . 

12己 


シフトレバーび 





シフトでさない . 

267 

ヴイドエアバッグ . 

...64 


マニュアルトランス 


二角表示板収納スペース . 

187 


=ッシヨン 

104 

ヴンバイヴー . 

181 


シフト□ックシステム . 

吕67 




ジャッキ 


シート 



ガレージジャッキ . 

202 

シートヒーター ... 

188 


車載ジャッキ . 

2已6 

正しい姿勢………. . 

...62 


ジャッキ八ンドル . 

256 

チャイルドシートの固定 ....... 

...73 


車幅灯 


胃整 .. . . 

...39 


W 数 . 


調整に関する警告 . 

...39 


電球の交換 . 

209 

手入れ . 

]9已 


ライトスイッチ . 

12已 

へッドレスト . 

...42 


車両型式 . 

2召9 

シートベルト 



車両仕様（スペック） . 

2召2 

お子さまの着用 . 

...47 


収納装備 . 

173 

緊急時シートベルト 



手動光軸調整ダイヤル . 

126 

固定 機構 . 

...46 


財]手席アッパーボックス . 

174 

3 点式 シートベルト . 

...43 


助手席シートベルト 


シートベルト警告口..…… ...... 

244 


非着用警告灯 . 

244 

シートベルト 





プ U テンシヨナー . 

...45 

曰 

水温計 . 110,111 

112 

清掃-手入れ… . 

] 白已 


スイッチ 


正しし、着用 .. 

...43 


ウインドウ□ックスイッチ... 

…已4 

チャイルドシートの固定 ....... 

...73 


エンジンスイッチ . 9互白7 

mm . 

...44 


ドア□ックスイッチ . 

...32 

2 点式 シートベルト . 

...43 


パワーウインドウスイッチ… 

…已4 

妊娠中の方の着用 . 

...46 


フォグライトスイッチ . 

129 

プリクラッシュシー ト ベルト 

…4已 


ライトスイッチ . 

12已 




ワイパ ー& ウォッシャー 





スイッチ . 

130 
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五十音順さ < いん 


スタック 

スタックした . 277 

ステアリングホイール（八ンドル） 

調整 . 49 

スピードメーター（速度計） 

. 109,110，112 

スペアタイヤ（応急巧タイヤ） 

空気圧 . 288 

収納場所 . 2已色 

スペック（車両仕様） . 282 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンの始動 . 93 

ドアの解錠-施錠 . 21 

トランクを開ける . 21 

巧清掃 

外装 . 192 

シートべ J レト . 19已 

内装 . 1目已 

積算距離計（オドメーター） 

. 109,1 11.112 

洗車 . 192 

前照丹（へッドライト） 

W 数 . 288 

スイッチ ..... ]2已 

ディスチヤージへッドライトに 

関する警告. ..2] 已 

電球の交換 . 206 


n 速度計（スピードメーター） 

. 109,1 10.1 12 


巧 タィャ 

空気圧 . 288 

交換 ... 2已7 

スペアタイヤ. . 2已目 

チェーン ... 1已2 

点検 . 197 

パンクした . 2已目 

冬用タイヤ . 152 

□—テーシヨン . 197 

タコメーター . 109,111 

曰 チェーン（タイヤチェーン） ........ 1曰2 

チェンジレバー（シフトレバー) 

オートマチックトランス 

ミッシヨン ... 100 

シフトレバーび 

シフトでをない..…… . 267 

マニュアルトランス 

ミ ッシヨン . 104 

チャイルドシート 

に日 FIX バーでの固定 . 7已 

シートベルトでの固定 . 74 

チャイルドプ□テクター . 34 

駐車ブレーキ 

(パーキングブレーキ） . 107 

B ツール （工具） . 256 
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五十音順さくいん 


旦 


B 


ディスプレイ 



卜 IJ ップ メーター 


警告メッセージ.…………… ...... 

24色 


(区間距離計） . 109,111,112 

卜 U ップインフォメーション 





. 119, 

123 

旧 

荷物 


レーダークルーズ 



積むとさの注意…… . 

.1 已] 

コント□—ル . 

132 




手入れ 


囚 

燃料 


外装 . 

192 


ガソ U ンスタンドでの情報.. 

.308 

シートベルト . 

]9已 


TO 油 . 

....57 

内装 . 

19已 


觀 . 

.282 

テールランプ（尾灯） 



燃料計 . 109,110 

112 

W 数 . 

288 


Bm . 

.282 

スイッチ . .. 

]2已 




電球の交換 . 

211 

巧 

パーキングブレーキ 


電球（バルブ） 



(駐車ブレーキ） . 

.107 

W 数 . .. 

288 


パーソナルライト 


交換 . 

204 


W 数 . 

.289 

電子キー 



スイッチ . 

.172 

電池び切れた . 

2白白 


の皿 . 

.183 




発炎筒 . 

.234 

ドア 



バックアップライト（後退灯） 


ドアガラス . 

…已4 


W 数 . 

.289 

ドア巧一 . 

…已1 


電球の交換 . 

.21 1 

ドア□ック . 

...32 


バッテリー 


ドアガラス ... 

... 已4 


パッテ U —びあびった . 

.272 

ドアミラー 



をの前の準備点検 . 

.1 已2 

mm . 

…已1 


バーティ（化粧用）ミラー ........ 

.182 

盗難防止システム 



バルブ谭球） 


エンジンイモビライヴー 



W 数 . 

.288 

システム. . 

...61 


電球の交換 . 

.204 

時計 . 111，119 

119 


パヮーゥィンドゥ . 

....54 

ドライブ モーター . 

119 


パンク 


トラクションコント□ール 



パンクした . 

ぶ已目 

(TRC) . 

143 


番号灯 


トランク 



W 数 . 

.289 

オープナー . 

… 3已 


スイッチ . 

.12 已 

ラゲージルームライト . 

...36 


電球の交換 . 

.212 
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五十音順さ < いん 


八ンドル（ステアリングホイール) 


調整 . 49 

の ビークルスタビリティ 

コント□-ル （ VSC ). 143 

尾な（テールランプ） 

W 数 . 288 

スイッチ . 12已 

電球の交換 . 211 

ヒューズ . 21巨 

表示灯 . 11百 

回 フォグライト 

W 数 . 288 

スイッチ ... 129 

電球の交換 . 208 

フック 

けん弓 I フック ... 23色 

冬巧タイヤ . 1已吕 

プリクラッシュセーフティ 

システム （ PCS ). 14巨 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 107 

ブレーキ付近から 
キーキー音が間こえる . 88 

ブレーキアシスト . 143 

フ□アマット . 18巨 

フ□ントシート 

調整 .......39 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 . 288 

電球の交換 . 210 

フ□ントフォグライト 

W 数 . 288 

スイッチ . 129 

電球の交換 . 208 


H ヘッドラ仆（前照灯） 

W 数 . 288 

スイッチ ... 12已 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 21己 

電球の交換 . 204 

へッドレスト 

調整 . 42 

巧 ホイール . 288 

方向指示灯（ウインカー） 

W 数 . 288 

スイッチ ... 12已 

電球の交換.…… . 210.211 

ボトルホルター . 177 

ボンネット . 200 

曰 マスターキー . 18 

マニュアルエアコン . 1曰6 

マニュアルトランス 
ミッション . 104 

マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ . 122 

因ミト 

イン ナー S ラー . 已日 

ドア S ラー . 已] 

バニティ（化粧用）ミラー….182 

ra メ-夕-(計器） . 109 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 282 
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五十音順さくいん 


H ラ仆 

W 数 ... 288 

室内好…. ................................... 171 

電球の交換 . 204 

パーソナルライト . 172 

フォグライト . 129 

ヘッドライト（前照灯) . 12已 

方向指示打（ウインカー)……106 
ラゲージルームライト 

W 数 . 28白 

巧 リヤタ-ンシグナルライト 

W 数 . 288 

電球の交換 . 211 

因 ルームライト（室内灯） 

W 数. .. 28曰 

スイッチ ... 172 

ra 冷却 * 

冬の前の準備-点検 .] 已2 

容量 . 28已 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 27已 

レータークルーズ 

コント□ール . 132 

fa ヮィパ- 

スイッチ . 130 

ワイパーデァイヴー . 170 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 223 

リモコン . 18 
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症状別さくいん 

巧が別を < いん 


タイヤびパンクした 


P .2 巳6 


バンクしたとをは 


エンジンびかからない 


P .2 能 

エンジンびかからないとさは 

P .61 

エンジンイモビライザーシステム 

P .272 

バッテ U —びあびったとさは 


シフトレバーび動かない 


P .267 


シフトレバーびシフトでさないとを 
は 


水温計の針び 
ホいゾーンに入った 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバー ヒートしたとさは 


キーを な<した 


バッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .2 目8 

キーを無くしたと走は 


P .272 

バッテ U —びあびったとさは 


P .2 日 

P . 29 
P .32 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .277 

スタックしたとさは 


警告打び点灯、点滅した \ 

P . 241 

警告灯びついたとさは 
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症状別さくいん 



■警告灯一覧 


(©) 

フレーキ警告口 
P. 

241 

ぶ 

運転席シートベルト非着 
用警告な P. 244 

(©) 

A 目 S& ブレーキアシ 
スト警告な P. 242 

を PASSEN 扫扣 

助手席シートベルト非着 
用警告な P. 244 

曲/ 

燃料残量警告口 


么 

マスターウォーニン 


P. 

243 

グ P. 244 

が 

SRS エアバッグ/プリテン 
シヨナー警告打 P. 242 

@! 

パワーステアリング 
警告灯 P. 242 

を 

半ドア警告口 

P. 

243 

PCS 

PCS 警告口 

P. 242 

0 

エンジン警告口 
P. 

242 

-Im 

スマ-卜 I ントリスタ-卜 
システム警告打 P. 24 已 

口 

充電警告口 



デイスチヤ-ジヘッドラ仆才- 

P. 

24] 

トレべリング警告な R 242 


油圧警告口 


CRUISE 

レーダー クルーズコント □一 


P. 

24] 

ル表示打（点滅） P. 243 
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症状別さくいん 


警告メッセージび表おされた 



警告メッセージび表示されたとをは 


警告音び鳴った 


■警告巧の点な、点滅、またはマルチインフォメーションディス 
プレイの警告メッセージを確認ください。 

♦警告巧び点打、点滅している（一 P . 241) 

♦警告メッセージび表示されている（一 P . 246) 


■警告巧の点灯、点滅や、マルチインフォメーションディスプレ 
イに警告メッセージの表おびないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P . 2巨、30 

車外に出たとを 

スマートエント U &スタートシ 
ステムで □ ックスイッチを押し 
たとを 

走行中 

シフトレバーを R にしたとさ 

P . 102 

シフトダウンしたとを 

P . 102 

ブレーキを踏んだとを 

P . 88 


30已 


I 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 




P . 200 


トランクオープナー 


P . 3已 


徹由 □ 


P . 己7 



燃料の容量（参考 
値） 

燃料の種類 


已 0 L 

無鉛レギユラーガソリン P . 已8,282 
標準タイヤ 


タイヤが;令えてい 
るとをの空気圧 


タイヤサイズ 

空気圧 [kPa ( k 巨/ cm 2)] 

前輪 後輪 

18 己/ 6 已 R 1 己 88 S 

240 (2.4) 

19已/6已 R 1 己 91 S 

210 (2.1) 


応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( k 呂 / cm う 
オイルのみ交換時 


1 NZ-FE : 3.4 L 


エンジンオイル容 2 ZR-FAE :3.9 L 

量慘考値） オイルとフィルター交換時 


1 NZ-FE : 3.7 L 


2 ZR-FAE :4.2 L 
トヨタ純正モーターオイル 


- SM 0 W -2 日 ( A 円 SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 0 W -20) 
エンジンオイルの- SM 日 W -3 日 （API SM 、 EC/ILSAC GF -4、 SAE 已 W -3 日) 
種類 • SM 1日 W -3 日 ( APISM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 1 日 W -3 日） 

- SL 已 W -2 日 （ A 円 SL 、 EC、SAE 已 W -2 日） 

• SL ] 0 W -30 (API SL 、 EC、SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

を国共通*フ リーコール 

IP0800-700-7700 

オーブン時間3 目 日曰9: 日日〜 18: 日日 

所在地〒做]- 0002 を古屋巿中巧区名駅四 T 目10のの 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http://vmw. toyota.co. jp にて掲載してお D ます。 


1-3 巧自動軍巧巧会れ 

http://toyota.Jp 
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